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わ
が
国
に
お
い
て
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
は
形
成
権
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
行
使
に
よ
っ
て
物
権
的
効
果
が
発
生
す

る
と
解
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
ま
た
、
民
法
一
〇
三
一
条
は
、
遺
留
分
権
利
者
及
び
そ
の
承
継
人
は
、
遺
留
分
を
保
全
す
る
の
に
必
要
な
限
度
で
、

遺
贈
及
び
民
法
一
〇
三
〇
条
に
規
定
す
る
贈
与
の
減
殺
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
遺
留
分
の
減
殺
請
求
を
す
る
か

ど
う
か
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
に
委
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
要
件
と
し
て
で
は
あ
る
が
、

相
続
開
始
前
に
遺
留
分
を
放
棄
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
民
法
一
〇
四
三
条
一
項
）。

　

他
方
、
債
権
者
代
位
権
に
つ
い
て
規
定
す
る
わ
が
国
の
民
法
四
二
三
条
は
、
同
条
一
項
た
だ
し
書
で
、
債
務
者
の
一
身
に
専
属
す
る
権
利

は
債
権
者
代
位
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
行
使
す
る
か
否
か
を
権
利
者
自
身
の
自
由
で
自
律
的
な
判
断
に

任
せ
る
べ
き
権
利
は
他
人
が
代
わ
っ
て
行
使
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
一
身
専
属
権
は
代
位
行
使
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を
規

定
す
る
も
の
で
あ
る
（
通
説
）。

　

一
般
に
身
分
法
上
の
権
利
は
一
身
専
属
権
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
財
産
的
色
彩
の
強
い
権
利
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
代
位
が
許
さ
れ
る

か
ど
う
か
が
争
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
贈
な
い
し
贈
与
の
減
殺
（
民
法
一
〇
三
一
条
）
を

し
よ
う
と
し
な
い
場
合
、
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
は
、
自
己
の
債
権
を
保
全
す
る
た
め
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
代
位
行
使
す
る
こ
と
が
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で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
最
一
判
平
成
一
三
年
一
一
月
二
二
日
（
民
集
五
五
巻
六
号
一
〇
三
三
頁
。
以
下
﹁
最
高
裁
平
成

一
三
年
判
決
﹂
と
い
う
）
は
、﹁
遺
留
分
減
殺
請
求
権
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
、
こ
れ
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
な
ど
、
権
利
行
使
の
確
定
的

意
思
を
有
す
る
こ
と
を
外
部
に
表
明
し
た
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
債
権
者
代
位
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
﹂
と
判
示
し
た
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
⑴
﹁
民
法
は
、
被
相
続
人
の
財
産
処
分
の
自
由
を
尊
重
し

て
、
遺
留
分
を
侵
害
す
る
遺
言
に
つ
い
て
、
い
っ
た
ん
そ
の
意
思
ど
お
り
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
と
し
た
上
、
こ
れ
を
覆
し
て
侵
害
さ

れ
た
遺
留
分
を
回
復
す
る
か
ど
う
か
を
、
専
ら
遺
留
分
権
利
者
の
自
律
的
決
定
に
ゆ
だ
ね
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
﹂、
遺
留
分
減
殺
請

求
権
は
、
民
法
四
二
三
条
一
項
た
だ
し
書
の
一
身
専
属
権
に
あ
た
る
こ
と
、
⑵
民
法
一
〇
三
一
条
は
﹁
遺
留
分
権
利
者
の
承
継
人
に
も
遺
留

分
減
殺
請
求
権
を
認
め
て
い
る
﹂
も
の
の
、
そ
れ
は
、﹁
こ
の
権
利
が
い
わ
ゆ
る
帰
属
上
の
一
身
専
属
性
を
有
し
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
に

す
ぎ
ず
、﹂
代
位
否
定
の
解
釈
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い
こ
と
、
⑶
﹁
債
務
者
た
る
相
続
人
が
将
来
遺
産
を
相
続
す
る
か
否
か
は
、
相
続
開
始

時
の
遺
産
の
有
無
や
相
続
の
放
棄
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
極
め
て
不
確
実
な
事
柄
で
あ
り
、
相
続
人
の
債
権
者
は
、
こ
れ
を
共
同
担
保
と
し

て
期
待
す
べ
き
で
は
な
い
﹂
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
説
は
激
し
く
対
立
し
て
い
る
。
代
位
を
否
定
す
る
学
説）

2
（

は
、
民
法
一
〇
三
一
条
が
遺
留
分
減
殺
の
効
力
を
減
殺

請
求
権
の
行
使
に
係
ら
せ
た
の
は
、
そ
の
行
使
を
被
相
続
人
と
密
接
な
身
分
的
人
格
的
関
係
に
あ
る
遺
留
分
権
利
者
の
自
律
的
判
断
に
委
ね

る
趣
旨
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
債
権
者
代
位
を
認
め
る
こ
と
は
身
分
に
対
す
る
干
渉
に
な
る
な
ど
と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
て
代
位
を
肯
定
す

る
学
説）

3
（

は
、
債
権
者
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
債
務
者
た
る
無
資
力
な
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
と
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
な

ど
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
の
保
障
と
、

債
権
者
の
利
益
の
保
護
を
、
ど
の
よ
う
に
調
整
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
相
続
紛
争
を
予
期
し
て
遺
言
を
遺
す
被
相
続
人
が
増
え
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
も
行
使
さ
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れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る）

4
（

。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
前
述
の
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
代
位
行
使
が
問
題
と
な
る
場
面
を
中

心
と
し
て
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
一
身
専
属
性
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
の
利
益
を
ど
の
よ
う
に

調
整
す
べ
き
で
あ
る
か
、
検
討
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る）

5
（

。

　

こ
う
し
た
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
の
保
障
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法
に
は
明
文
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
事

訴
訟
法
（
以
下
﹁
Ｚ
Ｐ
Ｏ
﹂
と
い
う
）
八
五
二
条
一
項
は
、﹁
遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
場
合
又
は
訴
訟
が
係
属
し
た

場
合
に
限
り
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
﹂）

6
（

旨
を
定
め
て
い
る）

7
（

。
こ
れ
は
、
遺
留
分
権
利
者
と
被
相
続
人
と
の
間
の
家
族
と
し
て
の
結

び
つ
き
に
対
す
る
配
慮
か
ら
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
を
、
遺
留
分
権
利
者
に
委
ね
る
趣
旨
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ

う
な
規
定
が
あ
る
一
方
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
第
三
者
の
利
益
が
対
立
す
る
場
合
に
つ
い
て
の
議
論

や
裁
判
例
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
取
扱
い
に
関
す
る
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
の
利
益
と
の
調
整
や
、
決
定
の
自
由
の
限
界
つ
い
て
、
裁
判
所
の
判
断
や
学
説
の
状
況
を

分
析
し
て
お
く
こ
と
は
有
益
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
遺
留
分
請
求
権
に
関
す
る
決
定
の
自
由
と
債
権
者
一
般
の
利
益
が
対
立
す
る
場
面
を
中
心
に
、
裁

判
例
や
学
説
を
紹
介
し
、
そ
の
意
義
を
検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
被
相
続
人
の
債
権
者
（
相
続
債
権
者
）
の
利
益
の
調
整
に
つ
い
て
は
検
討
の
対
象

と
し
な
い
。
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、遺
産
分
割
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
間
、遺
産
は
相
続
人
の
合
有
財
産
と
な
る
。
相
続
人
は
連
帯
し
て
（
Ｂ

Ｇ
Ｂ
二
〇
五
八
条
一
項
、
二
〇
六
〇
条
）
遺
産
債
務
に
対
し
て
も
責
任
を
負
い
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
六
七
条
）、
遺
産
分
割
後
は
遺
産
中
の
財
産

の
み
な
ら
ず
、
相
続
人
の
固
有
財
産
を
も
っ
て
し
て
も
遺
産
債
務
に
対
す
る
責
任
を
負
う
が
（
無
限
責
任
）、
遺
産
分
割
前
は
固
有
財
産
か
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二
〇
一

ら
の
遺
産
債
務
の
弁
済
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
〇
五
九
条
））

8
（

。
ま
た
、
相
続
人
の
保
護
の
観
点
か
ら
、
遺
産
分
割
後
に
お

い
て
も
遺
産
債
務
に
対
す
る
相
続
人
の
責
任
が
遺
産
の
み
に
限
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
様
々
な
態
様
で
の
責
任
限
定
の
可
能
性
が
残
さ
れ

て
い
る
。
遺
産
分
割
後
は
相
続
人
の
責
任
が
加
重
さ
れ
る
制
度
に
す
る
こ
と
で
、
共
同
相
続
人
に
対
し
﹁
遺
産
を
も
っ
て
﹂
遺
産
債
務
を
弁

済
す
る
こ
と
を
間
接
的
に
強
制
し
、
さ
ら
に
、
遺
産
分
割
後
に
も
遺
産
債
務
に
対
す
る
責
任
を
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
制
度
が
置
か
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
相
続
人
と
相
続
債
権
者
と
の
関
係
に
お
け
る
問
題
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
の
と
は
異
な
り
、
正
面
か
ら
議
論
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
と
そ
の
債
権
者
と
の
関
係
に
限
定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
章　

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
問
題
の
所
在

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
、遺
留
分
請
求
権
は
金
銭
債
権
と
位
置
づ
け
ら
れ）

9
（

、被
相
続
人
の
死
亡
と
同
時
に
発
生
し
（
ド
イ
ツ
民
法
典
（
以
下
﹁
Ｂ

Ｇ
Ｂ
﹂
と
い
う
）
二
三
一
七
条
一
項
）、
遺
産
債
務
と
な
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
六
七
条
二
項
）。
遺
留
分
請
求
権
に
よ
っ
て
個
々
の
遺
産
目
的
物

の
引
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
遺
留
分
請
求
権
は
債
務
法
的
な
請
求
権
で
し
か
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
遺
留
分
権
利
者
は
、

遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
も
、
行
使
し
な
い
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
遺
留
分
を
放
棄
す
る
と
い
う
内
容
の
契
約
を
相
続
開
始
前
に

被
相
続
人
と
の
間
で
締
結
す
る
こ
と
も
で
き
（
遺
留
分
放
棄
契
約
、P

flichtteilsverzicht

））
₁₀
（

、
こ
の
場
合
、
相
続
が
開
始
し
て
も
遺
留
分
請

求
権
は
放
棄
者
に
帰
属
し
な
い
。
他
方
、
遺
留
分
権
利
者
が
債
務
を
負
っ
て
い
る
場
合
、
債
権
者
と
の
関
係
で
、
こ
れ
ら
の
手
段
を
選
択
す

る
自
由
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
た
方
が
、
債
権
者
に
と
っ
て
有
利
な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
債
務
者
に
よ
る
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
が
債
権
者
の
利
益
と
対
立
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
で
は
債
権
の
執
行
制
度
が
完
備
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
債
権
者
代
位
権
の
制
度
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
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ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
〇
二

遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
と
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
の
調
整
に
関
す
る
問
題
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
の
可
否）
₁₁
（

や
、
債
務
を
負

っ
て
い
る
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
場
合
、
そ
こ
に
遺
留
分
権
利
者
が
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
、

倒
産
手
続
に
お
い
て
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
帰
属
す
る
か
、
換
価
さ
れ
る
か
と
い
っ
た
問
題
に
お
い
て
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る）
₁₂
（

。

先
述
の
よ
う
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
り
、
差
押
え
の
場
面
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
遺
留
分

権
利
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る）
₁₃
（

。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
倒
産
法
（Insolvenzordnung.

以
下
﹁
倒
産
法
﹂
と
い
う
）
八
三
条
一
項
一
文
は
、
倒

産
債
務
者
は
倒
産
手
続
開
始
前
ま
た
は
倒
産
手
続
中
に
相
続
が
開
始
し
、
ま
た
は
遺
贈
の
効
力
が
生
じ
た
と
き
の
承
認
ま
た
は
放
棄
に
つ
い

て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
る
。
こ
の
規
定
は
、
他
の
期
待
権
や
権
利
取
得
に
準
用
さ
れ
な
い
制
限
的
な
規
定
と
解
さ
れ
て
い
る

が
）
₁₄
（

、
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
こ
の
規
定
の
趣
旨
が
考
慮
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　

以
下
で
は
、
相
続
開
始
に
よ
り
遺
留
分
請
求
権
が
帰
属
し
た
者
が
債
務
者
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
の
可
否
や
、

遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
に
債
権
者
が
介
入
す
る
こ
と
（
債
権
者
取
消
し
）
の
可
否
、
そ
の
者
の
財
産
に
関
し
て
倒
産
手
続
が
開
始
し
た
場

合
に
お
け
る
遺
留
分
請
求
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
決
定
の
自
由
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
、
債
権
者
の
利
益
と
調
整
さ
れ
て
い
る
か
、
ド

イ
ツ
の
学
説
お
よ
び
判
例
を
紹
介
し
、
検
討
し
た
い
。

第
三
章　

遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え

第
一
節　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
概
要

　

ド
イ
ツ
法
で
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
一
条
一
項
が
﹁
別
段
の
規
定
が
な
い
と
き
は
、
債
権
は
、
譲
渡
可
能
な
限
り
に
お
い
て
の
み
、
差
押
え
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
規
定
し
て
い
る
。
遺
留
分
請
求
権
は
譲
渡
可
能
で
あ
る
た
め
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
一
七
条
二
項
）、
遺
留
分
請
求
権
も
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三

二
〇
三

無
制
限
に
差
押
え
が
可
能
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
﹁
遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
場

合
又
は
訴
訟
が
係
属
し
た
場
合
に
限
り
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
定
め
て
お
り
、
遺
留
分
請
求
権
に
つ
き
、
特
別
な
取
扱
い
が

な
さ
れ
て
い
る
。
判
例
に
よ
る
と
、
こ
の
規
定
の
意
義
な
い
し
目
的
は
、
被
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者
の
家
族
と
し
て
の
結
び
つ
き
に
配
慮

し
、
相
続
人
に
対
し
て
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
か
否
か
の
決
定
を
遺
留
分
権
利
者
に
の
み
委
ね
る
こ
と
に
あ
る）
₁₅
（

。
そ
の
結
果
、
遺
留
分

請
求
権
は
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
に
反
し
て
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
い
う）
₁₆
（

。
学
説
も
こ
れ
を
肯
定
し
て
お
り
、
遺
留
分

請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
は
な
ら
ず）
₁₇
（

、
遺
留
分
権
利
者
か
ら
は
、
被
相
続
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
、
遺
留
分
請
求
権
を

行
使
し
な
い
と
い
う
余
地
が
奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る）
₁₈
（

。
さ
ら
に
、
遺
留
分
権
利
者
と
相
続
人
な
ど
関
係
者
間
の
特
別
な
結
び
つ
き
を

も
考
慮
す
る
と
、
い
よ
い
よ
も
っ
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
み
が
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
を
決
定
で
き
る
と
解
す
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
る）
₁₉
（

。
要

す
る
に
、
こ
こ
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
の
利
益
に
優
先
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
）
₂₀
（

。

　

次
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
規
定
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
立
法
過
程
を
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い）
₂₁
（

。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項

の
規
定
は
、
当
初
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
置
く
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
一
八
九
八
年
五
月
二
〇
日
の
Ｚ
Ｐ
Ｏ
改
正
法
に
よ
り
、
強
制

執
行
法
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
段
階
で
は
、
相
続
や
遺
贈
の
放
棄
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
の
利
益
に
配
慮
す
る
こ
と
な
く
可
能
と
す
る
こ
と
で
意
見
が
一

致
し
て
い
た
が
、
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、﹁
法
律
に
よ
っ
て
剥
奪
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
権
利
で
あ
る
遺
留
分
請
求
権
は
、
相
続
お
よ
び
遺
贈
と
は
本
質
的
に
異
な
る
。
相
続
財
産
は
、
通
常
義
務
と
結
び
つ
い
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
相
続
人
の
資
格
を
有
す
る
者
の
意
思
な
し
に
こ
れ
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い；

ま
た
、
遺
贈
を
承
認
す
る
か
否
か
、
そ

し
て
遺
言
に
よ
る
処
分
に
基
づ
い
て
被
相
続
人
の
財
産
を
承
継
す
る
か
否
か
も
、
そ
の
者
が
自
ら
決
す
る
こ
と
が
で
き
、
必
ず
し
も
被
相
続
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四

人
の
意
思
に
従
う
必
要
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
留
分
請
求
権
は
権
利
だ
け
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
法
律
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ

る
﹂）
₂₂
（

と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
委
員
会
の
準
備
草
案
は
、﹁
獲
得
さ
れ
た
遺
留
分
金
銭
債
権
は
、
一
般
的
な
規
定
に
よ
り
、

相
続
可
能
で
あ
り
、
譲
渡
可
能
で
あ
る；

遺
留
分
金
銭
債
権
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
に
反
し
て
強
制
執
行
の
対
象
と
な
り
、
破
産
財
団

の
構
成
要
素
と
な
る
。﹂）
₂₃
（

と
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
第
一
委
員
会
の
草
案
で
は
、﹁
遺
留
分
請
求
権
は
、
相
続
可
能
で
あ
り
、
譲
渡
可
能
で
あ
る
。
請
求
権
は
、
請
求
権
が
遺
留
分

権
利
者
に
よ
っ
て
す
で
に
裁
判
上
、
ま
た
は
裁
判
外
で
行
使
さ
れ
た
場
合
に
の
み
、
遺
留
分
権
利
者
に
対
す
る
強
制
執
行
、
ま
た
は
仮
差
押

え
の
方
法
で
、
差
押
え
に
服
す
る；

遺
留
分
権
利
者
の
財
産
に
つ
い
て
の
破
産
の
場
合
に
お
い
て
、
遺
留
分
請
求
権
も
、
上
述
の
要
件
の
も

と
で
、
破
産
財
団
に
属
す
る
。﹂）
₂₄
（

と
さ
れ
、
差
押
可
能
性
に
制
限
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、﹁
遺
留
分
請
求
権
が
無

制
限
に
差
押
可
能
で
あ
る
と
す
る
場
合
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
間
接
的
に
そ
の
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
権
利
者
に
と
っ
て
不
当
に
苛
酷
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
権
利
者
が
正
当
な
動
機
か
ら
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
場
合
も
た
し
か
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、権
利
者
お
よ
び
そ
の
家
族
に
と
っ
て
重
大
な
不
利
益
と
な
る
と
い
う
理
由
か
ら
、請
求
権
が
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。﹂

と
さ
れ
、
さ
ら
に
、﹁
法
律
に
基
づ
き
、
相
続
開
始
と
同
時
に
請
求
権
が
取
得
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
る
の
は
、
権
利
者
の
債
権
者
の
利
益
を

図
る
た
め
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
権
利
者
の
利
益
の
た
め
で
あ
る
。
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、
債
務
者
に

信
用
貸
し
が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
、
債
権
者
を
優
遇
す
る
に
値
し
な
い；
そ
の
よ
う
な
信
用
貸
し
は
、
経
験
上
、
債
務
者
の
た
め
に
も
な
ら

な
い
。﹂
と
さ
れ
て
い
る）
₂₅
（

。

　

第
二
草
案
委
員
会
で
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
の
制
限
を
な
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
対
し
て
、﹁
遺
留
分
権
に
は
個
人
的

な
（individuelle

）
性
質
が
あ
り
、
遺
留
分
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
は
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
同
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二
〇
五

意
次
第
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
譲
渡
す
る
場
合
、
遺
留
分
権
利
者
は
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に

同
意
し
た
も
同
然
で
あ
る
。
差
押
え
の
方
法
で
の
執
行
が
許
さ
れ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
、
遺
留
分
権
を
行
使
す
る
と
の
権
利
者
の
意
思
が

確
実
に
推
測
さ
れ
る
よ
う
な
特
別
の
行
為
事
実
を
必
要
と
す
る
。﹂）
₂₆
（

と
の
反
論
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
多
数
が
差
押
え
を
制
限
す
べ
き
と

の
意
見
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
二
草
案
で
は
、
破
産
財
団
へ
の
帰
属
に
つ
い
て
の
部
分
は
削
除
さ
れ
、﹁
遺
留
分
請
求
権
が
、
破
産
開
始
後

に
︹
筆
者
注
：
契
約
に
よ
り
︺
承
認
さ
れ
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
し
た
場
合
に
も
破
産
財
団
に
属
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
、
学
説
と
判

例
に
委
ね
ら
れ
る
﹂
こ
と
と
さ
れ
た）
₂₇
（

。　

　

そ
の
後
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
草
案
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
が
規
定
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
改
正
理
由
書
で
は
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
、
遺
留
分
請
求
権
が
他
の
債
権
と
同
様
に
差
押
え
に
服
す
る
と
す
る

と
、﹁
遺
留
分
請
求
権
が
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
に
反
し
て
行
使
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
権
利
の
性
質
と
、
相
続
人
と
遺
留
分

権
利
者
の
関
係
に
矛
盾
す
る
﹂）
₂₈
（

と
さ
れ
て
い
る）
₂₉
（

。

　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
規
定
が
立
法
手
続
の
早
い
段
階
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
債
権
者
取
消
権
を
め
ぐ
る
考

え
方
が
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
は
、
債
権
者
取
消
権
の
目
的
は
、
債
権
者
の

不
利
益
に
な
る
よ
う
な
（
債
務
者
に
よ
る
）
責
任
財
産
の
減
少
を
阻
止
す
る
こ
と
に
あ
り
、
債
権
者
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
財
産
の
増
加
を

妨
げ
る
行
為
を
阻
止
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
相
続
資
格
を
持
つ
者
が
そ
の
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相
続
を
拒
否
す
る
と
き
で

さ
え
も
、
債
権
者
取
消
権
の
行
使
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る）
₃₀
（

。

第
二
節　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
る
差
押
え
の
要
件

　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
の
要
件
と
し
て
、﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂、
ま
た
は
﹁
訴
訟
係
属
﹂
を
定
め
て
い
る
。
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二
〇
六

以
下
で
は
、
こ
の
二
つ
の
要
件
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い）
₃₁
（

。

　

ま
ず
、
同
条
一
項
は
﹁
訴
訟
係
属
﹂
を
差
押
え
の
要
件
と
し
て
い
る
。
遺
留
分
請
求
権
の
訴
訟
係
属
に
つ
い
て
は
、
典
型
的
に
は
遺
留
分

の
請
求
訴
訟
が
想
定
さ
れ
る
が
、
遺
留
分
請
求
権
の
確
認
の
訴
え
で
も
、
訴
訟
係
属
の
要
件
を
満
た
す
の
に
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
₃₂
（

。

請
求
権
が
訴
訟
係
属
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、訴
え
の
提
起
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
定
ま
る（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
一
条
一
項）
₃₃
（

）
）
₃₄
（

。
厳
密
に
は
、

訴
状
が
被
告
に
送
達
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
訴
状
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
だ
け
で
は
足
り
な
い）
₃₅
（

。

　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
要
件
と
し
て
、﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
契
約
と
は
、
通
常
、

遺
留
分
権
利
者
と
、
遺
留
分
の
請
求
に
応
じ
る
義
務
の
あ
る
相
続
人
と
の
契
約
を
指
し
、
そ
れ
が
、
遺
留
分
請
求
権
を
保
全
す
る
内
容
を
含

ん
で
い
る
場
合
に
差
押
え
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る）
₃₆
（

。
遺
留
分
請
求
権
が
存
在
す
る
こ
と
の
確
認
を
内
容
と
す
る
合
意
が
あ
る
場
合
、﹁
契
約

に
よ
る
承
認
﹂
が
あ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い）
₃₇
（

。﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂
が
肯
定
さ
れ
る
に
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す

る
こ
と
を
示
す
合
意
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
さ
れ
て
お
り）
₃₈
（

、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
七
八
一
条）
₃₉
（

に
よ
る
文
書
の
形
式
の
遵
守
は
必
要
で
は
な
い）
₄₀
（

。
宣
言
的
な
債

務
の
承
認
の
他
に
、
一
定
の
方
式
を
踏
ん
で
い
な
く
と
も
、
遺
留
分
権
利
者
が
そ
の
請
求
権
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る）
₄₁
（

。
し
か
し
、
遺
留
分
権
利
者
自
身
が
請
求
権
を
行
使
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら）
₄₂
（

、
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
と
相
続
人
と
の
合
意
で
は
足
り
な
い）
₄₃
（

。

　

遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
場
合
、﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂
に
あ
た
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
こ

れ
に
応
え
た
判
例
も
存
在
し
な
い）
₄₄
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、遺
留
分
権
利
者
は
何
ら
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
の
意
思
表
示
を
し
て
い
な
い
た
め
、

厳
密
に
は
﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂
に
は
あ
た
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
う
る
が
、
支
配
的
な
見
解
は
、
譲
渡
を
﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂

と
解
し
て
い
る）
₄₆
）（
₄₅
（

。
そ
の
理
由
と
さ
れ
る
の
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
を
意
図
的
に
第
三
者
に
委
ね
る
こ
と
で
、
遺
留
分

権
利
者
は
そ
の
自
律
的
決
定
権
を
行
使
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と）
₄₇
（

、
ま
た
、
遺
留
分
請
求
権
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
遺
留
分
請
求
権
を
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二
〇
七

差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
譲
受
人
の
債
権
者
で
あ
る
が
、
譲
受
人
と
相
続
人
の
間
に
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
が
保
護
し
よ
う
と
し
て

い
る
人
的
な
関
係
は
存
在
せ
ず）
₄₈
（

、
譲
渡
に
よ
っ
て
遺
留
分
請
求
権
の
基
礎
に
あ
っ
た
遺
留
分
権
利
者
の
被
相
続
人
と
の
家
族
法
的
関
係
は
な

く
な
る）
₄₉
（

こ
と
で
あ
る
。

　

遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
に
担
保
権
を
設
定
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
は
遺
留
分
請
求
権
を
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
範

囲
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
七
九
条
以
下
）
で
担
保
権
者
に
よ
る
換
価
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
換
価
権
の
容
認
に
よ
っ
て
も
、
差

押
可
能
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る）
₅₀
（

。

　

な
お
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
九
七
条）
₅₁
（

に
い
う
免
除
契
約
が
﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
遺
留
分
の

支
払
い
を
免
除
す
る
契
約
で
は
、﹁
原
則
と
し
て
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が）
₅₂
（

、
免
除
契
約
の
実
質
が
贈
与
で

は
な
く
、
遺
留
分
の
請
求
に
代
わ
る
補
償
金
の
支
払
い
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
状
況
が
異
な
り
、
補
償
金
を
要
求
す
る
こ
と
に
遺
留

分
を
主
張
す
る
と
い
う
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
が
現
れ
て
い
る
﹂
と
す
る
上
級
地
方
裁
判
所
の
裁
判
例
が
存
在
す
る）
₅₃
（

。

第
三
節　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
に
お
け
る
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え

　

前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
、﹁
遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
場
合
又
は
訴
訟
が
係
属
し
た

場
合
に
限
り
、
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
す
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
三
年
七
月
八
日
判
決
（
以

下
﹁︻
１
︼
判
決
﹂
と
い
う
））
₅₄
（

は
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
あ
っ
て
も
、
強
制
的
な
換
価
可
能
性

（V
erw

ertbarkeit

）
）
₅₅
（

に
つ
い
て
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
の
充
足
を
停
止
条
件
と
す
る
請
求
権
と
し
て
差
押
え
が
可
能
で
あ
る
と
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
本
判
決
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
が
、
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
に
よ
る
債
権
者
取
消
し
に
服
し
う
る
こ
と
を
肯

定
し
て
お
り
、
遺
留
分
権
利
者
の
利
益
と
債
権
者
の
利
益
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
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二
〇
八

【
１
】
連
邦
通
常
裁
判
所　

一
九
九
三
年
七
月
八
日
判
決
（B

G
H

Z 123, 183

）

事
実
の
概
要
：
一
九
八
六
年
一
〇
月
七
日
、
債
務
者
Ａ
の
母
Ｂ
が
死
亡
し
た
。
相
続
人
は
Ａ
の
兄
弟
で
あ
る
Ｃ
で
あ
っ
た
。
一
九
八
七
年
三

月
五
日
、
Ａ
は
遺
留
分
請
求
権
を
Ａ
の
妻
Ｄ
に
譲
渡
し
た
。
Ｄ
は
、
遺
言
に
よ
っ
て
被
告
Ｙ
を
単
独
相
続
人
に
指
定
し
、
一
九
八
九
年
五
月

七
日
に
死
亡
し
た
。
そ
の
後
、
裁
判
上
の
和
解
に
よ
り
、
Ｃ
は
Ｙ
に
遺
留
分
の
一
部
の
額
を
支
払
っ
た
。
Ａ
の
債
権
者
で
あ
る
原
告
Ｘ
は
、

Ａ
か
ら
Ｄ
へ
の
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
の
取
消
し
を
求
め
、
Ｙ
に
支
払
わ
れ
た
金
額
の
Ｘ
へ
の
支
払
い
を
求
め
る
と
と
も
に
、
Ｃ
に
対
す
る

Ｙ
の
残
り
の
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
の
差
押
え
を
求
め
た
。

　

原
審
は
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
は
差
押
え
が
で
き
な
い
た
め
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充

足
前
に
遺
留
分
請
求
権
が
譲
渡
さ
れ
た
本
件
で
は
、
差
押
可
能
な
財
産
が
奪
わ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
そ
の
結
果
、
債
権
者
は
不
利
益
を
被
っ

て
い
な
い
と
し
て
、
本
件
の
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
に
は
、﹁
倒
産
手
続
外
で
の
債
務
者
の
法
的
行
為
の
取
消
し
に
関
す
る
法
律
（G

esetz 

über die A
nfechtung von R

echtshandlungen eines Schuldners auß
erhalb des Insolvenzverfahrens.

以
下﹁
債
権
者
取
消
法
﹂

と
い
う
）﹂
旧
三
条
一
項
一
号）
₅₆
（

（
現
行
三
条
一
項
）
に
よ
る
債
権
者
取
消
し
の
要
件
は
存
在
し
な
い
と
判
断
し
た
。

判　

旨
：
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
債
権
者
は
不
利
益
を
被
っ
て
い
な
い
と
い
う
控
訴
審
裁
判
所
の
見
解
は
是
認
で
き
な
い
と
し
た）
₅₇
（

。

　
﹁
た
と
え
遺
留
分
請
求
権
が
一
定
の
要
件
の
も
と
で
の
み
差
押
え
に
服
す
る
の
で
あ
っ
て
も
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
遺
留
分
権
利
者
の
債
権

者
が
こ
う
し
た
要
件
が
生
じ
た
こ
と
を
停
止
条
件
と
す
る
請
求
権
に
介
入
し
、
そ
う
し
た
条
件
に
お
い
て
差
押
え
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

わ
け
で
は
な
い
⋮
⋮
。﹂

　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
﹁
規
範
の
趣
旨
は
ま
さ
に
、
被
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者
と
の
家
族
的
な
結
び
つ
き
を
考
慮
し
て
、
相
続
人
に

対
し
て
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
決
定
を
遺
留
分
権
利
者
の
み
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
⋮ B

G
H

,

⋮
⋮N

JW
 

1982, 2771, 2772 

な
ど
を
参
照
）。
債
権
者
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
信
用
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
こ
の
決
断
そ
れ
自
体
に
介
入
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二
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す
る
こ
と
は
で
き
な
い
⋮
⋮
。
他
方
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
権
利
者
の
債
権
者
か
ら
奪
い
と
る
と
い
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。﹂

　
﹁
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
差
押
え
の
禁
止
は
、
規
範
目
的
に
応
じ
て
制
限
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
規
定
の
保
護
目
的
は
、
権
利
者
の
決
定
の
自
由
を
排
除
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
、
遺
留
分
請
求

権
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
質
権
（um

fassend P
fandrecht

）
を
成
立
さ
せ
る
差
押
え
を
禁
じ
て
い
る
。
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
規
定

さ
れ
て
い
る
包
括
的
な
介
入
に
関
す
る
要
件
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
質
権
が
成
立
す
る
よ
う
な
差
押
え
を
認
め
て
も
、
決
定
の

自
由
は
尊
重
さ
れ
て
い
る
の
で
、
規
定
の
保
護
目
的
に
は
反
し
な
い
。﹂

　

こ
の
よ
う
に
制
限
さ
れ
た
質
権
の
成
立
を
認
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
一
般
に
許
容
さ
れ
る
停
止
条
件
付
の
請
求
権
の
差
押
え
と
比
較

し
て
み
る
と
、
停
止
条
件
付
の
請
求
権
は
、﹁
条
件
の
成
就
の
前
に
は
、
確
定
的
に
発
生
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
強
制
的
な
介
入
と
い

う
方
法
で
換
価
可
能
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
一
七
条
一
項
に
よ
り
、
遺
留
分
請
求
権
は
す
で
に
相
続
開
始

と
同
時
に
完
全
な
権
利
と
し
て
発
生
す
る
。
強
制
的
な
換
価
可
能
性
だ
け
が
、（
意
思
的
な
要
素
を
条
件
と
す
る
）
停
止
条
件
に
服
す
る
。

こ
の
構
造
的
な
類
似
性
か
ら
す
る
と
、
遺
留
分
請
求
権
の
制
限
的
な
差
押
え
を
認
め
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
は
存
在
し
な
い
。
⋮
⋮
差
し
押

さ
え
ら
れ
る
の
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
の
充
足
に
よ
り
換
価
可
能
と
な
る
こ
と
を
停
止
条
件
と
す
る
遺
留
分
請
求
権
で
あ
る
。﹂

　
﹁
こ
の
よ
う
な
差
押
え
に
よ
っ
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
は
侵
さ
れ
て
い
な
い
⋮
⋮
。
遺
留
分
権
利
者
は
依
然
と
し
て
、
相

続
人
に
対
す
る
請
求
権
を
行
使
す
べ
き
か
ど
う
か
を
自
ら
決
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂

　

も
ち
ろ
ん
、
換
価
可
能
状
態
が
発
生
す
る
前
の
差
押
え
に
よ
り
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
を
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
こ
と
も
、

こ
の
よ
う
な
差
押
え
が
許
容
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。﹁
無
制
限
の
差
押
え
の
要
件
充
足
前
に
譲
渡
を
許
す
な
ら
ば
、
立
法
者
と
し
て
、

遺
留
分
権
利
者
が
、
譲
受
人
と
そ
の
債
権
者
の
利
益
の
た
め
に
、
遺
留
分
請
求
権
へ
の
債
権
者
の
介
入
を
妨
げ
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
こ
と
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に
な
る
が
、
立
法
者
は
こ
の
よ
う
な
目
的
を
追
求
し
て
は
い
な
い
⋮
⋮
。﹂

　
﹁
遺
留
分
請
求
権
の
制
限
さ
れ
た
差
押
可
能
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
に
、
立
法
目
的
か
ら
も
要
請
さ
れ
て

お
ら
ず
正
当
化
さ
れ
な
い
よ
う
な
不
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
防
止
さ
れ
る
。
も
し
も
請
求
権
が
完
全
に
換
価
可
能
と
な
ら
な
け
れ
ば
差
押

え
が
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
権
利
者
は
、
遺
留
分
請
求
権
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
一
七
条
二
項
に
よ
り
無
制
限
に
譲
渡
可
能
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
⋮
⋮
、
契
約
に
よ
る
担
保
権
を
容
認
す
る
こ
と
で
⋮
⋮
、
一
定
の
債
権
者
を
優
遇
す
る
こ
と
が
、
自
由
に
で
き
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

取
消
権
に
よ
っ
て
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
、
こ
の
よ
う
な
不
平
等
な
取
扱
い
を
許
す
理
由
は
明
白
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
遺
留

分
請
求
権
の
譲
受
人
と
そ
の
債
権
者
を
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
よ
り
も
優
遇
す
る
こ
と
、
お
よ
び
遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留
分
請
求
権
を

外
観
上
譲
渡
す
る
に
と
ど
め
た
り
、
内
密
の
う
ち
に
譲
渡
の
反
対
給
付
を
受
け
た
り
す
る
取
決
め
を
譲
受
人
と
す
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ

り
、
こ
う
し
た
認
識
や
立
証
が
困
難
な
遺
留
分
権
利
者
の
利
己
的
な
操
作
を
是
認
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
反
対
の
見
解
も
表
明
さ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。

　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
の
充
足
を
停
止
条
件
と
し
て
換
価
可
能
と
な
る
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
を
可
能
と
す
る
場
合
、
遺
留
分

請
求
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
、
債
権
者
の
不
利
益
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
差
押
え
を
す
る
と
、
差
押
債
権
者
は
条
件
の
成
就
に

よ
っ
て
、
完
全
な
価
値
を
も
っ
た
質
権
を
取
得
す
る
。
そ
の
順
位
は
差
押
え
の
時
点
に
よ
っ
て
定
ま
る
。﹂

　

ま
た
、
Ａ
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
譲
渡
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
差
押
え
を
可
能
と
す
る
要
件
を
充
足
さ
せ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
し
、
そ
の
結
果
、
遺
留
分
請
求
権
は
債
権
者
に
と
っ
て
換
価
で
き
な
い
状
態
の
ま
ま
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
Ａ
の
譲
渡
に
よ
る
債
権

者
の
不
利
益
は
存
在
し
て
い
な
い
と
の
主
張
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
仮
定
的
な
因
果
関
係
を
引
き
合
い
に
出
す
主
張
は
意
味
を
持

た
な
い
と
述
べ
て
、
取
消
権
を
行
使
し
て
い
る
債
権
者
に
、
譲
渡
さ
れ
た
遺
留
分
請
求
権
へ
の
介
入
、
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ
る
価
値
へ
の
介

入
を
拒
絶
す
る
十
分
な
理
由
は
な
い
と
し
た
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
判
決
は
債
権
者
取
消
法
旧
三
条
一
項
一
号
、
一
一
条
一
項
（
現
行
一
五
条
一
項
）
に
よ
る
取
消
し
の
要
件
に
つ
い

て
詳
細
に
確
認
さ
せ
る
た
め
、
控
訴
審
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
。

検　

討
：
本
判
決
が
扱
っ
た
事
案
で
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
の
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
が
債
権
者
取
消
し
に
よ
っ
て
取

り
消
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
判
決
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
強
制
的
に
換
価
可
能
と

す
る
た
め
の
条
件
と
解
し
、
要
件
の
充
足
前
で
も
、
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
自
体
は
可
能
と
し
た
。
こ
の
点
で
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有

す
る
。
そ
の
う
え
で
、
差
押
え
自
体
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
遺
留
分
請
求
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
、
債
権
者
の
不
利
益
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な
り
う
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
換
価
可
能
状
態

に
な
る
前
の
差
押
え
に
よ
っ
て
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
を
妨
げ
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
差
押
え
が
さ
れ
た
際
に
は
、

差
押
債
権
者
は
、
条
件
の
成
就
の
際
に
完
全
な
価
値
を
持
っ
た
質
権
を
取
得
す
る
と
い
う
。

　

本
判
決
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
も
差
押
え
自
体
は
可
能
と
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、

本
判
決
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
保
護
目
的
は
、
被
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者
と
の
家
族
的
な
結
び
つ
き
を
考
慮
し
て
、
相
続
人
に
対

し
て
請
求
権
が
貫
徹
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
決
定
を
遺
留
分
権
利
者
の
み
に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
債
権
者
は
こ
の
決
断
自

体
に
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
の
う
え
で
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
要
件
は
債
権
者
に
よ
る
包

括
的
な
介
入
に
関
す
る
要
件
で
あ
り
、
そ
れ
が
充
足
さ
れ
た
場
合
の
み
質
権
が
成
立
す
る
よ
う
な
差
押
え
を
認
め
て
も
、
決
定
の
自
由
を
制

限
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
規
定
の
保
護
目
的
と
は
対
立
し
な
い
と
し
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
の
充
足
を
停
止
条
件
と
し
て
換

価
可
能
と
な
る
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
を
認
め
た）
₅₈
（

。
本
判
決
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
な
い
限
り
遺
留
分
請
求
権

が
換
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
取
扱
い
に
よ
り
、
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
に
反
し
て
遺
留
分
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い

う
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
趣
旨
を
守
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
。
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も
っ
と
も
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
も
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
が
で
き
る
と
し
て
も
、
差
押
え
前
に
遺
留
分
請
求
権

が
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
本
件
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

遺
留
分
請
求
権
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
﹁
契
約
に
よ
る
承
認
﹂
に
あ
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
見
解
の

対
立
が
あ
っ
た
が
、
本
判
決
は
そ
の
点
に
つ
い
て
は
明
言
を
避
け
、
債
権
者
取
消
し
の
要
件
を
充
足
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
は
、
遺
留
分

請
求
権
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

本
判
決
は
、
債
務
者
の
意
思
で
、
あ
る
債
権
者
を
優
遇
で
き
る
こ
と
を
正
当
と
は
認
め
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
判
決
は
、
要
件
充
足
前
の

差
押
え
を
債
権
者
に
許
す
こ
と
で
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
を
阻
止
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
譲
渡
前
に
差
押
え
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合

で
も
、
債
権
者
取
消
し
に
よ
り
譲
渡
を
取
り
消
す
こ
と
も
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
節　

小
括

　

一
般
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
、
遺
留
分
権
利
者
と
被
相
続
人
の
間
の
家
族
の
結
び
つ
き
を
考
慮
し
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る

か
否
か
の
決
定
を
、
遺
留
分
権
利
者
だ
け
に
委
ね
る
た
め
の
規
定
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
立
法
過
程
で
は
、
家
族
関
係
に
対
す
る
考
慮
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
偶
然
の
要
素
に
左
右
さ
れ
る
遺
留
分
請
求
権
の
発
生
に

対
す
る
債
権
者
の
期
待
を
優
遇
す
る
に
値
し
な
い
と
い
う
評
価
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
債
権
者
代
位
を

原
則
的
に
否
定
す
る
わ
が
国
の
最
高
裁
判
決
も
同
旨
で
あ
り
、﹁
債
務
者
た
る
相
続
人
が
将
来
遺
産
を
相
続
す
る
か
否
か
は
、
相
続
開
始
時

の
遺
産
の
有
無
や
相
続
の
放
棄
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
極
め
て
不
確
実
な
事
柄
で
あ
り
、
相
続
人
の
債
権
者
は
、
こ
れ
を
共
同
担
保
と
し
て

期
待
す
べ
き
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
債
権
者
を
不
当
に
害
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
﹂
と
説
示
し
て
お
り
、
ド
イ
ツ
法
の

認
識
と
共
通
す
る
視
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
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Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
が
あ
げ
る
要
件
の
解
釈
に
つ
い
て
は
争
い
も
残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
に
よ
り
、
遺
留
分

請
求
権
が
相
続
人
に
対
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
確
定
す
る
と
、
も
は
や
権
利
者
の
内
心
の
決
定
領
域
の
問
題
で
は
な
く
な
る
か
ら
、
差
押

可
能
と
な
る
と
解
さ
れ
て
お
り）
₅₉
（

、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
要
件
の
内
容
に
つ
い
て
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
最
高
裁
は
、﹁
権

利
行
使
の
確
定
的
意
思
を
有
す
る
こ
と
を
外
部
に
表
明
し
た
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
が
あ
る
場
合
﹂
に
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
債
権
者

代
位
の
目
的
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
、
い
か
な
る
場
合
に
特
段
の
事
情
を
認
め
、
遺
留

分
請
求
権
の
債
権
者
代
位
を
許
容
す
る
の
か
を
検
討
す
る
際
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
に
つ
い
て
の
議
論
は
参

考
に
な
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
あ
っ
て
も
、
差
押
え
は
認
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ

八
五
二
条
一
項
の
要
件
は
、
強
制
的
な
換
価
の
た
め
の
要
件
に
な
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
こ
こ
で
の
差
押
え
は
遺
留

分
請
求
権
の
帰
属
を
変
更
さ
せ
な
い
た
め
の
差
押
え
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
差
押
え
を
認
め
た
こ
と
を
実
効
あ
ら
し
め
る
た
め
に
、
連

邦
通
常
裁
判
所
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
認
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
判

例
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
ま
で
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
の

決
定
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
債
権
者
の
介
入
は
許
さ
な
い
が
、
遺
留
分
請
求
権
の
帰
属
の
変
更
（
第
三
者
へ
の
譲
渡
）
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

が
債
権
者
の
利
益
を
害
す
る
限
り
、
取
消
し
の
対
象
に
な
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
限
り
で
遺
留
分
請
求
権
の
処
分
を
制
限
し
て
い
る
。

第
四
章　

遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
と
債
権
者
の
利
益
保
護

　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
は
、
債
権
者
代
位
の
規
定
が
存
在
し
な
い
が
、
債
権
者
取
消
法
に
よ
り
、
債
権
者
に
よ
る
債
務
者
の
法
的
行
為
の
取
消
し
が
認
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二
一
四

め
ら
れ
て
い
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
一
九
九
七
年
五
月
六
日
判
決
（
以
下
﹁︻
２
︼
判
決
﹂
と
い
う
））
₆₀
（

は
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い

こ
と
が
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な
る
か
と
い
う
問
題
を
扱
っ
た
。
ま
た
、
本
判
決
は
、
債
務
者
が
債
務
者
の
妻
と
共
同
し
て
、
被
相
続
人

を
し
て
債
務
者
の
遺
留
分
を
剥
奪
さ
せ
、
債
務
者
の
妻
を
単
独
相
続
人
に
指
定
さ
せ
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権

を
行
使
で
き
な
い
状
況
を
作
出
し
た
こ
と
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条）
₆₁
（

に
い
う
良
俗
に
反
す
る
故
意
の
加
害
に
あ
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
示
し

た
。

【
２
】
連
邦
通
常
裁
判
所　

一
九
九
七
年
五
月
六
日
判
決
（B

G
H

 N
JW

 1997, 2384

）

事
実
の
概
要
：
被
相
続
人
Ａ
は
、
遺
言
に
よ
り
息
子
Ｂ
の
妻
Ｙ
（
被
告
）
を
単
独
相
続
人
に
指
定
し
、
息
子
Ｂ
の
遺
留
分
を
剥
奪
し
た）
₆₂
（

。
Ｂ

の
債
権
者
で
あ
る
原
告
Ｘ
は
、
遺
留
分
の
剥
奪
を
正
当
化
す
る
理
由
が
な
い
た
め
、
遺
留
分
の
剥
奪
を
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
遺
留
分
請
求

権
を
差
し
押
さ
え
、
取
立
て
の
た
め
に
移
付
さ
せ
た
。
Ｘ
は
、
Ｂ
が
Ｙ
と
共
同
し
て
、
Ａ
に
お
い
て
Ｂ
の
遺
留
分
を
剥
奪
さ
せ
た
う
え
、
Ｂ

が
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
Ｙ
へ
の
無
償
の
出
捐
で
あ
る
と
し
て
、
債
権
者
取
消
し
を
根
拠
に
、
Ｙ
に
対
し

て
Ｘ
に
帰
属
す
る
債
権
の
清
算
を
要
求
し
て
い
る
。

　

原
審
は
、
債
務
者
の
財
産
か
ら
対
象
物
が
分
離
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
法
的
行
為
の
み
が
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な

る
の
で
あ
る
が
、
遺
留
分
請
求
権
は
債
務
者
の
財
産
に
属
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
は
、
債
務
者

の
財
産
が
増
加
す
る
の
を
阻
止
す
る
だ
け
で
あ
る
と
し
て
、
債
権
者
取
消
し
を
否
定
し
た
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請

求
権
も
否
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
が
上
告
。

判　

旨
：
本
判
決
は
、
ま
ず
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
に
つ
き
、
債
権
者
取
消
し
を
根
拠
に
債
権
の
清
算
を
求
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か

に
つ
い
て
判
断
し
た
。
す
な
わ
ち
、︻
１
︼
判
決
を
引
用
し
つ
つ
、﹁
遺
留
分
請
求
権
は
、
そ
れ
が
有
効
に
剥
奪
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
相
続
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二
一
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二
一
五

開
始
の
時
点
か
ら
、
遺
留
分
権
利
者
の
︱
差
押
可
能
な
︱
財
産
に
属
す
る
﹂
が
、﹁
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者

の
家
族
的
な
結
び
つ
き
の
故
に
、
相
続
人
に
対
し
て
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
遺
留
分
権
利
者
だ

け
に
留
保
さ
れ
る
か
ら
、
債
権
者
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
の
充
足
前
に
そ
の
満
足
の
た
め
に
換
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
﹂
と
述

べ
る
。
そ
の
う
え
で
、﹁
こ
の
決
定
す
る
権
利
は
、
債
権
者
取
消
し
の
規
定
の
適
用
に
よ
っ
て
潜
脱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
債
権
者
に
は
、

遺
留
分
を
構
成
す
る
財
産
に
つ
い
て
、
遺
留
分
の
財
産
的
価
値
を
実
現
す
る
と
い
う
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
な
し
に
、
介
入
す
る
こ
と
が
禁

じ
ら
れ
て
い
る；

し
た
が
っ
て
、Ｘ
は
こ
の
禁
止
措
置
を
、債
権
者
取
消
し
の
請
求
に
よ
っ
て
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。﹂
と
し
た
。

　

さ
ら
に
、
夫
で
あ
る
債
務
者
Ｂ
か
ら
妻
で
あ
る
Ｙ
へ
の
﹁
出
捐
﹂
は
、﹁
純
粋
な
相
続
法
上
の
方
法
で
実
現
す
る
。
遺
留
分
の
剥
奪
が
無

効
と
さ
れ
る
場
合
も
、
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
で
お
く
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
債
権
者
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
遺
留
分
請
求
権
に
手
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。﹂
と
指
摘
し
、
そ
の
よ
う
な
不
作
為
は
、︻
１
︼
判
決
で
債
権
者
取
消
し
の
対

象
と
な
り
得
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
と
は
異
な
り
、
本
件
は
債
権
者
取
消
し
の
射
程
外
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
、﹁
遺

産
の
放
棄
（
ド
イ
ツ
破
産
法
︹
筆
者
注
：K

onkursordnung. 

以
下
﹁
ド
イ
ツ
破
産
法
﹂
と
い
う
︺
九
条
一
文
を
参
照
）
と
同
様
に
、
相

続
放
棄
契
約
も
取
消
可
能
で
は
な
い
⋮
⋮
。﹂
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
判
決
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
本
件
に
お
い
て
は
、
妻
で
あ
る
Ｙ
の
み
が
単
独
相
続
人
に
指
定
さ
れ
、
Ｂ
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
せ
ず
、
被
相
続
人
Ａ
の
財
産
を

取
得
し
な
い
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
法
律
上
の
行
為
義
務
が
存
在
す
る
場
合
、
不
作
為
も
法
的
に
重
要
で
あ
り
う
る
が
、
遺
留
分
請
求
権

の
行
使
は
こ
れ
に
あ
た
ら
な
い
。
債
務
者
は
、
遺
留
分
を
含
め
て
相
続
開
始
前
に
相
続
財
産
を
契
約
に
よ
り
放
棄
し
、
ま
た
は
相
続
開
始
後

に
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
と
え
そ
れ
が
債
権
者
の
不
利
益
を
図
る
意
図
で
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
の
際
、
Ａ
を
し
て
、
Ｂ
の
相
続
権
を
奪
う
だ
け
で
は
な
く
遺
留
分
を
も
剥
奪
さ
せ
た
と
い
う
場
合
で
も
、
そ
れ
は
良
俗
に
反
す
る
も
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二
一
六

の
で
な
く
、
そ
の
他
、
本
件
に
お
い
て
良
俗
に
反
す
る
と
す
る
べ
き
特
別
な
事
情
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
の
適
用
を
否

定
し
た
。

検　

討
：
本
判
決
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
は
債
務
者
の
財
産
の
増
加
を
阻
止
す
る
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
債
権
者
取
消
し
の

対
象
と
な
ら
な
い
と
い
う
原
審
の
考
え
方
に
は
触
れ
ず
、
む
し
ろ
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
判
決
は
、︻
１
︼
判
決
を
引
用
し
た
う
え
で
、
遺
留
分
権
利
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
決
定
の
権

利
が
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
に
債
権
者
取
消
し
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
潜
脱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
本
件
に
お
い
て
Ｂ
か
ら
Ｙ
へ
の
無
償
の
出
捐
が
存
在
す
る
と
い
う
上
告
の
主
張
に
対
し
て
、
本
判
決
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
不

行
使
は
、
純
粋
な
相
続
法
上
の
手
段
で
あ
り
、
譲
渡
と
は
異
な
る
と
し
た
。
遺
留
分
請
求
権
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象

と
な
る
こ
と
を
︻
１
︼
判
決
が
判
示
し
た
が
、
本
判
決
は
、
本
件
が
︻
１
︼
判
決
と
は
異
な
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
加
え
て
、
本
判
決

は
、
相
続
放
棄
や
相
続
放
棄
契
約
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
が
債
権
者
取
消
し
の

対
象
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。

　

ま
た
、
不
法
行
為
に
つ
い
て
も
、
相
続
放
棄
や
放
棄
契
約
は
、
債
権
者
を
害
す
る
意
図
で
な
さ
れ
た
と
し
て
も
有
効
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
か
ら
、
本
件
の
事
情
の
も
と
で
も
良
俗
に
反
す
る
よ
う
な
事
情
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
の
良
俗
違
反
を
否
定
し

た
。
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二
一
七

第
五
章　

倒
産
法
の
領
域
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由

第
一
節　

債
務
者
に
帰
属
し
た
遺
留
分
請
求
権
の
倒
産
財
団
へ
の
帰
属
と
財
団
の
た
め
の
換
価　

　

遺
留
分
権
利
者
が
、
支
払
不
能
、
ま
た
は
支
払
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
に
あ
る
と
き
（
倒
産
法
一
六
条
～
一
八
条
参
照
）、
遺
留
分

権
利
者
た
る
債
務
者
の
財
産
に
関
し
て
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
た
る
遺
留
分
権
利
者
に
帰

属
す
る
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
が
問
題
と
な
る
。

　

ま
ず
、
遺
留
分
請
求
権
の
倒
産
財
団
へ
の
帰
属
に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

倒
産
法
三
五
条
に
よ
る
と
、
倒
産
手
続
は
、
倒
産
手
続
開
始
時
に
債
務
者
に
帰
属
し
、
手
続
中
に
債
務
者
が
取
得
す
る
全
財
産
を
対
象
と
す

る）
₆₃
（

。
こ
こ
に
は
、
相
続
財
産
や
遺
贈
請
求
権
、
遺
留
分
請
求
権
も
含
ま
れ
る
。
遺
留
分
請
求
権
は
相
続
開
始
と
と
も
に
発
生
し
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二

三
一
七
条
一
項
）、
こ
の
時
点
か
ら
遺
留
分
権
利
者
の
財
産
に
属
す
る
。
そ
こ
で
、
倒
産
手
続
開
始
前
、
ま
た
は
倒
産
手
続
中
に
相
続
が
開

始
し
た
場
合
に
お
い
て
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
あ
っ
て
も
倒
産
財
団
に
属
す
る
の
か
が
問
題
と
な

る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
し
た
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
と
し
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
決
定
（
以
下
﹁︻
３
︼

決
定
﹂
と
い
う
））
₆₄
（

を
紹
介
し
た
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
倒
産
債
権
者
に
対
す
る
債
務
の
免
責
に
関
し
て
、
倒
産
法
二
八
七
条
二
項
が
、
倒
産
手

続
終
結
後
の
六
年
間
を
、
債
権
譲
渡
期
間
と
定
め
て
お
り）
₆₅
（

、
こ
の
期
間
は
﹁
誠
実
行
為
期
間
（W

ohlverhaltensperiode

）﹂
と
も
呼
ば
れ

る
。
そ
の
う
え
で
、
倒
産
手
続
の
終
結
か
ら
債
権
譲
渡
期
間
の
終
了
ま
で
の
間
、
債
務
者
は
倒
産
法
二
九
五
条
が
定
め
る
責
務

（O
bliegenheit

）
）
₆₆
（

を
負
う
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が
、﹁
債
務
者
が
死
亡
に
基
づ
き
ま
た
は
将
来
の
相
続
権
を
考
慮
し
て
取
得
す
る
財

産
に
つ
き
、
そ
の
半
分
の
価
値
に
相
当
す
る
部
分
を
受
託
者
に
対
し
て
引
き
渡
す
こ
と
﹂（
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
）
で
あ
る
（
半
分



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
一
八

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
一
八

分
割
の
原
則
、H

albteilungsgrundsatz

）。
倒
産
手
続
の
終
結
か
ら
債
権
譲
渡
期
間
の
終
了
ま
で
の
間
に
債
務
者
が
責
務
に
違
反
し
、
倒

産
債
権
者
を
害
し
た
場
合
、
倒
産
裁
判
所
は
、
倒
産
債
権
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
免
責
を
拒
絶
す
る
（
倒
産
法
二
九
六
条
一
項
））
₆₇
（

。︻
３
︼
決

定
で
は
、
誠
実
行
為
期
間
（W

ohlverhaltensperiode

）
で
は
な
く
倒
産
手
続
中
に
相
続
が
開
始
し
、
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
獲
得

し
た
場
合
に
つ
い
て
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
に
基
づ
く
債
務
者
の
責
務
が
妥
当
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
本
決
定
は
そ
の
判
断
の

前
提
と
し
て
、
倒
産
手
続
中
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
も
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
帰

属
す
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る）
₆₈
（

。

【
３
】
連
邦
通
常
裁
判
所　

二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
八
日
決
定
（B

G
H

 Fam
R

Z 2009, 502

）

事
実
の
概
要
：
二
〇
〇
三
年
一
二
月
三
日
に
、
債
務
者
Ｙ
の
財
産
に
つ
き
消
費
者
倒
産
手
続
が
開
始
し
た
。
二
〇
〇
五
年
一
月
三
日
、
債
務

者
の
父
が
死
亡
し
た
。
Ｙ
の
母
が
単
独
相
続
人
で
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
一
一
月
八
日
の
決
定
に
よ
り
、
倒
産
裁
判
所
は
免
責
を
付
与
し
た
。

　

Ｙ
は
倒
産
手
続
の
終
結
後
に
も
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
た
め
、
債
権
者
Ｘ
は
二
〇
〇
七
年
五
月
二
四
日
の
書
簡
で
、
免
責
の

拒
絶
を
申
し
立
て
た
。
二
〇
〇
七
年
九
月
の
決
定
に
よ
り
、
区
裁
判
所
︱
倒
産
裁
判
所
︱
は
申
立
て
を
退
け
た
。
Ｘ
の
即
時
抗
告
は
退
け
ら

れ
た
た
め
、
Ｘ
は
さ
ら
に
連
邦
通
常
裁
判
所
に
抗
告
（R

echtsbeschw
erde

）
し
た
。

決
定
要
旨
：﹁
遺
留
分
に
つ
い
て
の
請
求
権
は
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
〇
三
条
）、
相
続
開
始
と
同
時
に
生
じ
る
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
一
七
条
一
項
、
一
九

二
二
条
一
項
）。
こ
の
時
点
か
ら
、遺
留
分
請
求
権
は
遺
留
分
権
利
者
の
財
産
に
帰
属
す
る
（B

G
H

Z
 123, 183, 187

︹
筆
者
注
：︻
１
︼
判
決
︺

; B
G

H
, 

⋮
⋮ Z

IP
 1997, 1302

︹
筆
者
注
：︻
２
︼
判
決
︺）。
た
だ
し
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
る
と
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に

よ
り
承
認
さ
れ
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
し
た
場
合
に
の
み
差
押
え
に
服
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
、
差
押
え
の
障
害
と
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
確
定
し
た
判
例
に
よ
る
と
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に
よ
る
承
認
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
の
前
に
、
す
で
に
、
そ



（　
　
　

）

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
一
九

二
一
九

の
強
制
的
な
換
価
可
能
性
に
つ
い
て
停
止
条
件
付
の
請
求
権
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
（B

G
H

Z
 123, 183, 185 ff

︹
筆
者
注
：

︻
１
︼
判
決
︺; B

G
H

, 

⋮
⋮IX

 Z
R

 147/96, a.a.O
.

︹
筆
者
注
：︻
２
︼
判
決
︺）。
手
続
開
始
の
時
点
で
債
務
者
に
帰
属
し
、
あ
る
い
は
手
続

中
に
獲
得
さ
れ
た
全
て
の
差
押
可
能
な
財
産
は
、倒
産
手
続
の
対
象
と
な
り
、倒
産
財
団
に
属
す
る
（
倒
産
法
三
五
条
一
項
、三
六
条
一
項
）。

し
た
が
っ
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
、
条
件
付
き
の
倒
産
差
押
え
の
障
害
と
な
っ
て
い
な
い
⋮
⋮
。
管
財
人
で
は
な
く
、
遺
留
分
権
利

者
た
る
債
務
者
だ
け
が
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
決
定
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
請
求
権
が
倒
産
財
団
を
構
成
し
て
い
る
場
合
で
も

何
も
変
わ
ら
な
い
。﹂
と
し
た
。

　

本
決
定
は
、
以
上
の
よ
う
に
判
示
し
た
う
え
で
、
遺
留
分
請
求
権
が
す
で
に
倒
産
財
団
に
属
す
る
場
合
、
そ
れ
が
同
時
に
誠
実
行
為
期
間

に
お
け
る
新
取
得
と
な
る
こ
と
は
な
い
と
し
、
本
件
に
お
い
て
、
遺
留
分
請
求
権
は
誠
実
行
為
期
間
で
は
な
く
倒
産
手
続
中
に
獲
得
さ
れ
て

お
り
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
責
務
は
倒
産
手
続
中
に
は
妥
当
し
な
い
か
ら
、
Ｙ
に
は
、
遺
留
分
の
半
分
の
価
値
に
相
当
す
る
部
分

を
受
託
者
に
引
き
渡
す
責
務
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
責
務
違
反
は
な
い
と
し
て
、
免
責
の

拒
絶
の
申
立
て
を
退
け
た
。

検　

討
：
倒
産
法
三
六
条
一
項
一
文
は
、﹁
強
制
執
行
が
許
さ
れ
な
い
目
的
物
は
、
倒
産
財
団
に
属
さ
な
い
﹂
と
規
定
す
る
が
、︻
１
︼
判
決

に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
た
よ
う
に
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
強
制
的
な
換
価
可
能
性

に
つ
い
て
停
止
条
件
付
の
請
求
権
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、︻
３
︼
決
定
は
、
倒
産
手
続
開
始
前
、
ま
た

は
倒
産
手
続
中
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
お
け
る
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
あ
っ
て
も
倒
産
財
団
に

属
す
る
と
す
る
（
後
掲
︻
４
︼
決
定
、
後
掲
︻
６
︼
決
定
も
同
旨
）。
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る

前
で
も
、
倒
産
財
団
に
属
す
る
。
も
っ
と
も
そ
の
場
合
で
も
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
、
遺
留
分
請
求
権
は
倒

産
財
団
の
た
め
に
換
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
点
で
、
債
務
者
た
る
遺
留
分
権
利
者
に
は
決
定
の
自
由
が
留
保
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
二
〇

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
二
〇

遺
留
分
請
求
権
は
強
制
的
な
換
価
可
能
性
に
つ
い
て
停
止
条
件
付
の
請
求
権
と
し
て
倒
産
財
団
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
管
財
人
で
は
な

く
、
遺
留
分
権
利
者
た
る
債
務
者
だ
け
が
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
決
定
で
き
る
こ
と
は
、
請
求
権
が
倒
産
財
団
を
構
成
し
て
い
る

際
も
変
わ
ら
な
い
。

第
二
節　

免
責
手
続
に
お
け
る
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使

　

ド
イ
ツ
倒
産
法
に
お
い
て
は
、
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
な
免
責
手
続
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
の
も
と
、
倒
産
手
続

終
結
後
、
誠
実
行
為
期
間
中
に
相
続
が
開
始
し
、
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
取
得
し
た
が
、
こ
れ
を
行
使
し
な
い
と
い
う
場
合
、
倒
産
法

二
九
五
条
一
項
二
号
に
基
づ
く
責
務
、
す
な
わ
ち
、
債
務
者
が
死
亡
に
基
づ
き
ま
た
は
将
来
の
相
続
権
を
考
慮
し
て
取
得
す
る
財
産
を
そ
の

半
分
の
価
値
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
き
受
託
者
に
引
き
渡
す
責
務
に
違
反
し
た
と
い
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
連
邦
通

常
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
六
月
二
五
日
決
定
（
以
下
﹁︻
４
︼
決
定
﹂
と
い
う
））
₆₉
（

が
判
断
し
て
お
り
、
責
務
違
反
を
否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

︻
４
︼
決
定
後
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
一
年
三
月
一
〇
日
決
定
（
以
下
﹁︻
５
︼
決
定
﹂
と
い
う
））
₇₀
（

は
、
誠
実
行
為
期
間
の
終
了
後
に
は

じ
め
て
遺
留
分
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
半
分
分
割
の
原
則
を
回
避
で
き
る
こ
と
も
是
認
し
て
い
る
。

【
４
】
連
邦
通
常
裁
判
所　

二
〇
〇
九
年
六
月
二
五
日
決
定
（B

G
H

 Fam
R

Z 2009, 1485

）

事
案
の
概
要
：
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
開
始
し
た
倒
産
手
続
に
お
い
て
、
倒
産
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
一
年
六
月
一
三
日
、
債
務
者
Ｙ
に
免
責
を

通
告
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一
二
月
五
日
、
誠
実
行
為
期
間
中
に
、
Ｙ
の
父
Ａ
が
死
亡
し
た
。
Ａ
は
、
Ｙ
の
母
Ｂ
と
の
共
同
遺
言
を
残
し
た
。

共
同
遺
言
は
、
夫
婦
は
互
い
を
単
独
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
、
長
く
生
き
た
方
の
配
偶
者
の
遺
産
は
三
人
の
子
ら
が
相
続
す
る
こ
と
、
最

初
に
死
亡
し
た
者
に
つ
い
て
の
遺
留
分
を
請
求
し
た
卑
属
は
、
相
続
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
Ｙ
は
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
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）

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
二
一

二
二
一

し
な
か
っ
た
。

　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
三
〇
日
、
債
権
者
Ｘ
は
、
死
亡
に
基
づ
き
取
得
さ
れ
た
財
産
の
半
分
の
価
値
を
受
託
者
に
支
払
う
と
い
う
責
務
の
違

反
が
あ
る
と
し
、
免
責
拒
絶
の
申
立
て
を
し
た
。
一
審
は
こ
の
申
立
て
を
認
め
た
が
、
抗
告
裁
判
所
は
免
責
拒
絶
の
申
立
て
を
退
け
た
た
め
、

さ
ら
に
Ｘ
が
連
邦
通
常
裁
判
所
に
抗
告
（R

echtsbeschw
erde

）
し
た
。

決
定
要
旨
：﹁
倒
産
手
続
の
終
結
の
後
、
誠
実
行
為
期
間
中
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号

の
意
味
で
の
﹃
死
亡
に
基
づ
き
取
得
し
た
財
産
﹄
と
み
な
さ
れ
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
け
る
新
取
得
と
な
る
。
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権
を

訴
訟
係
属
さ
せ
、
ま
た
は
承
認
す
る
場
合
、
債
務
者
は
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
受
託
者
に
半
分
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ

と
は
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
立
法
理
由
に
も
合
致
す
る
（B

T-D
rucks. 12/2443 S. 192

）。﹂
と
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
誠
実
行

為
期
間
中
に
発
生
し
た
相
続
財
産
を
放
棄
し
な
い
こ
と
や
、
こ
の
期
間
に
発
生
し
た
遺
留
分
請
求
権
を
訴
求
す
る
こ
と
が
、
債
務
者
の
責
務

に
あ
た
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
た
。

　
﹁
誠
実
行
為
期
間
中
に
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は
、
遺
産
の
放
棄
ま
た
は
遺
贈
の
放
棄
と
同
じ
よ
う
に
、
責
務
の
違
反
を
意

味
し
な
い
。
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
半
分
分
割
の
原
則
は
、
債
務
者
が
遺
産
を
受
け
取
り
、
ま
た
は
遺
留
分
請
求
権
を
訴
訟
係
属
さ

せ
、
あ
る
い
は
遺
留
分
請
求
権
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
じ
め
て
適
用
さ
れ
る
。﹂

　
﹁
た
し
か
に
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
い
て
、
相
続
を
放
棄
し
な
い
責
務
、
ま
た
は
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
責
務
が
、
債
務
者
に
あ
る

か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
、
規
定
の
文
言
か
ら
明
白
に
は
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
規
定
の
趣
旨
と
目
的
は
、
債
務
者
に
そ

の
よ
う
な
義
務
を
課
す
こ
と
ま
で
は
禁
じ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
相
続
の
放
棄
、
ま
た
は
他
の
方
法
で
、
関
係
す
る
財
産
が
誠
実
行
為
期
間
中

に
ま
っ
た
く
債
務
者
に
帰
属
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
状
況
を
、
債
務
者
に
作
ら
せ
な
い
よ
う
な
規
定
で
あ
る
必
要
が
あ
る
（B

T-

D
rucks. a.a.O

.

）。
立
法
者
に
よ
る
と
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
い
て
相
続
を
放
棄
し
な
い
こ
と
と
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
、
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債
務
者
の
責
務
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
︹
半
分
分
割
の
︺
規
定
を
あ
え
て
設
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
半
分
分
割
は
、
こ

れ
を
も
っ
て
、
相
続
を
放
棄
さ
せ
ず
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
い
て
死
亡
に
基
づ
き
取
得
し
た
財
産
を
自
己
に
帰
属
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
を

講
じ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
規
定
で
あ
り
、︹
相
続
を
放
棄
し
な
い
こ
と
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
を
債
務
者
の
責
務
と
す
る

と
、︺
意
味
を
持
た
な
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
立
法
者
は
、
開
始
し
た
手
続
に
お
い
て
か
つ
て
の
ド
イ
ツ
破
産
法
九
条
の
規
定
を
引
き

継
い
だ
倒
産
法
八
三
条
が
法
律
上
定
め
て
い
る
の
と
同
様
、
誠
実
行
為
期
間
に
も
、
債
務
者
に
完
全
な
処
分
権
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て

い
る
。
相
続
放
棄
と
遺
留
分
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
い
て
も
一
身
専
属
的
な
性
質
を
持
ち
、
倒
産
法
二
九
五
条

一
項
二
号
に
よ
っ
て
債
務
者
の
責
務
に
含
ま
れ
な
い
。﹂（︹
︺
は
筆
者
注
。）

　
﹁
被
相
続
人
に
対
す
る
相
続
人
の
特
別
な
関
係
に
基
づ
い
て
、
放
棄
す
る
権
利
に
は
個
人
的
な
（persönlich

）
性
格
が
あ
り
⋮
⋮
、
こ

れ
は
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
い
て
も
考
慮
さ
れ
る
。
相
続
放
棄
自
体
あ
る
い
は
遺
留
分
の
主
張
を
し
な
い
こ
と
が
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項

二
号
の
意
味
に
お
け
る
責
務
の
義
務
違
反
（O

bliegenheitspflichtverletzung

）
と
み
な
さ
れ
る
と
、
相
続
の
承
認
、
ま
た
は
遺
留
分
の

行
使
が
間
接
的
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、放
棄
す
る
権
利
の
個
人
的
な（persönlich

）性
格
を
弱
め
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。﹂

　

以
上
の
よ
う
に
述
べ
て
、
免
責
拒
絶
の
申
立
て
を
退
け
た
。

【
５
】
連
邦
通
常
裁
判
所　

二
〇
一
一
年
三
月
一
〇
日
決
定
（B

G
H

 Fam
R

Z 2011, 809

）

事
案
の
概
要
：
二
〇
〇
二
年
五
月
二
四
日
、
債
務
者
Ｙ
の
財
産
に
つ
い
て
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
八
月
一
九
日
に
免
責
が
付

与
さ
れ
て
倒
産
手
続
は
終
結
し
た
。
Ｙ
の
母
が
二
〇
〇
五
年
四
月
六
日
に
死
亡
し
た
が
、
遺
言
に
よ
る
と
Ｙ
は
相
続
人
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
遺
贈
と
し
て
土
地
の
一
部
が
Ｙ
に
与
え
ら
れ
た
。
受
託
者
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
に
Ｙ
の
兄
弟
の
書
簡
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
。
Ｙ
は
遺
留
分
も
遺
贈
も
ま
だ
主
張
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
Ｙ
は
、
受
託
者
を
通
じ
て
は
じ
め
て
遺
贈
を
知
っ
た
。
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二
〇
〇
八
年
七
月
一
五
日
に
な
さ
れ
た
利
害
関
係
人
Ｘ
の
申
立
て
に
応
じ
、
Ｙ
が
遺
留
分
や
遺
贈
を
主
張
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
倒
産

裁
判
所
は
免
責
を
拒
絶
し
た
。
債
務
者
の
即
時
抗
告
が
退
け
ら
れ
た
た
め
、
債
務
者
は
免
責
拒
絶
の
取
消
し
を
求
め
て
抗
告

（R
echtsbeschw

erde

）
し
た
。

決
定
要
旨
：
本
決
定
は
、︻
４
︼
決
定
を
引
用
し
て
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
や
、
相
続
放
棄
、
遺
贈
の
放
棄
は
倒
産
法
二
九
五
条
一
項

二
号
の
責
務
の
違
反
を
意
味
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

　
﹁
Ｙ
は
今
ま
で
遺
贈
を
承
認
し
て
い
な
い
。
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
遺
贈
の
価
値
の
半
分
を
受
託
者
に
支
払
う
債
務
者
の
責
務
は
、

遺
贈
の
承
認
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ
る
。
誠
実
行
為
期
間
の
終
了
後
に
は
じ
め
て
遺
贈
を
承
認
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
債
務
者
に

存
在
す
る
半
分
分
割
の
原
則
を
回
避
す
る
可
能
性
は
、
甘
受
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
債
務
者
が
誠
実
行
為
期
間
の
終
了
後
に
は
じ
め
て

遺
留
分
を
主
張
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
（B
G

H
, 

⋮
⋮Z

InsO
 2009, 1831 R

n. 10

参
照
）。﹂

　

本
決
定
は
、
以
上
の
よ
う
に
し
て
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
責
務
違
反
を
否
定
し
、
加
え
て
、
本
件
に
お
い
て
は
、
倒
産
法
二
九
五

条
一
項
三
号
の
責
務
の
違
反
を
理
由
と
し
た
免
責
拒
絶
も
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
倒
産
法
二
九
六
条
に
よ
る
免
責
拒
絶
の
要
件
は
存
在
し

な
い
と
し
た
。

検　

討
：
倒
産
手
続
の
終
結
後
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
、
遺
留
分
請
求
権
は
倒
産
差
押
え
の
対
象
と
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
遺
留
分
請
求

権
が
誠
実
行
為
期
間
中
に
取
得
さ
れ
る
場
合
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
、
免
責
が
拒
絶
さ
れ
る
倒
産
法
二
九
六
条
の
責
務
違

反
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。︻
４
︼
決
定
は
こ
の
点
に
つ
き
、
倒
産
手
続
終
結
後
、
誠
実
行
為
期
間
に
相
続
が
開
始
し
た

場
合
、
遺
留
分
請
求
権
は
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
死
亡
に
基
づ
き
取
得
し
た
財
産
に
あ
た
る
こ
と
を
肯
定
し
た
う
え
で
、
遺
留
分
請

求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は
、
責
務
違
反
で
は
な
い
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
︻
４
︼
決
定
後
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
︻
５
︼
決
定
に
お
い
て
、

誠
実
行
為
期
間
の
終
了
後
、
免
責
の
付
与
の
後
に
は
じ
め
て
遺
留
分
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
半
分
分
割
の
原
則
を
回
避
で
き
る
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こ
と
も
是
認
し
て
い
る
。

　

倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
は
、
受
託
者
に
引
き
渡
す
価
値
を
半
分
に
と
ど
め
る
こ
と
に
よ
り
、
相
続
人
が
簡
単
に
相
続
財
産
を
放
棄
し

て
し
ま
う
の
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る）
₇₁
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
相
続
財
産
の
放
棄
は
責
務
違
反
に
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る）
₇₂
（

。

す
な
わ
ち
、︻
４
︼
決
定
は
、仮
に
相
続
を
放
棄
し
な
い
こ
と
や
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
債
務
者
の
責
務
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
も
そ
も
こ
の
規
定
を
設
け
る
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
は
責
務
で
は
な
い
と
判
断
し
た
。

　

倒
産
法
八
三
条
一
項
一
文
は
、﹁
倒
産
手
続
開
始
前
に
債
務
者
に
対
し
て
相
続
又
は
遺
贈
が
生
じ
た
と
き
、
ま
た
は
手
続
中
に
こ
れ
ら
が

生
じ
た
と
き
は
、
承
認
ま
た
は
放
棄
は
、
債
務
者
の
み
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
定
め
て
い
る）
₇₃
（

。
こ
の
規
定
は
、
相
続
や
遺
贈
の

承
認
ま
た
は
放
棄
に
つ
い
て
の
決
定
は
一
身
専
属
的
な
性
質
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
倒
産
手
続
中
も
、
こ
の
決
定
は
倒
産
管
財
人
で
は
な
く

債
務
者
に
委
ね
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
定
め
る
も
の
で
あ
る）
₇₄
（

。︻
４
︼
決
定
で
は
、
こ
の
規
定
に
も
現
れ
て
い
る
放
棄
す
る
権
利
の
個
人
的

な
（persönlich

）
性
格
を
考
慮
し
、
相
続
の
承
認
や
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
を
間
接
的
に
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
点
も
、

責
務
違
反
を
否
定
す
る
根
拠
と
し
て
い
る
。

　
︻
４
︼
決
定
が
出
さ
れ
る
以
前
も
、
相
続
を
放
棄
す
る
権
利
、
あ
る
い
は
承
認
す
る
権
利
の
一
身
専
属
的
な
性
質
を
踏
ま
え
て
、
遺
留
分

請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は
責
務
の
違
反
で
は
な
い
と
す
る
立
場）
₇₅
（

が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
責
務
の
違
反
を
否
定
し
た
︻
４
︼
決

定
に
対
し
て
は
、
批
判
的
な
見
解
が
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
見
解
に
よ
る
と
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
相
続
の
開
始
と
同
時
に
発
生
し
、
遺
留
分
権
利
者
に
帰
属
す
る
の
で
あ
り
、
放
棄
を
し
て
も
、

そ
の
帰
属
を
遡
及
的
に
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る）
₇₆
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
債
務
者
に
一
度
帰
属
し
た
遺
留
分
請
求
権
も
、﹁
債
務

者
が
死
亡
に
基
づ
き
ま
た
は
将
来
の
相
続
権
を
考
慮
し
て
取
得
す
る
財
産
﹂
に
含
ま
れ
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
に
お
け
る
引
渡
し
の

責
務
を
肯
定
す
る
方
向
で
解
釈
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る）
₇₇
（

。
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ま
た
、
倒
産
法
八
三
条
一
項
や
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
み
ら
れ
る
遺
留
分
請
求
権
の
一
身
専
属
的
性
格
を
理
由
に
責
務
違
反
を
否
定
す

る
こ
と
を
疑
問
と
す
る
見
解
も
あ
る）
₇₈
（

。
こ
の
見
解
は
、
倒
産
手
続
中
、
債
務
者
は
相
続
の
承
認
や
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
決
定
で

き
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
の
み
か
ら
、
誠
実
行
為
期
間
中
も
、
免
責
の
拒
絶
と
い
っ
た
制
裁
を
ま
っ
た
く
受
け
な
い
ま
ま
に
、
相
続
を
放
棄

し
、
あ
る
い
は
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
こ
の
見
解
は
、

相
続
人
や
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
が
、
全
て
の
法
分
野
に
お
い
て
無
制
限
に
債
権
者
の
利
益
に
優
先
す
る
か
は
疑
わ
し
く
、
一
身
専

属
性
の
み
を
理
由
に
、
こ
の
権
利
の
行
使
が
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
統
制
を
免
れ
る
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

　

さ
ら
に
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
責
務
の
違
反
で
は
な
い
と
解
す
る
場
合
、
免
責
後
に
遺
留
分
請
求
権
を
自
ら
の
た
め
に

行
使
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
免
責
の
確
定
後
に
ま
で
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
を
先
延
ば
し
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
点
も
問
題
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る）
₇₉
（

。︻
６
︼
決
定
は
、
こ
の
よ
う
な
行
動
が
甘
受
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
債
務
者
の
職
責
は
、
誠
実
行
為
期
間
中
は
債
権
者
を
可
能
な
限
り
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
た
う
え

で
）
₈₀
（

、
債
務
者
が
債
権
者
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
近
親
者
の
利
益
を
図
る
目
的
で
相
続
法
上
の
財
産
承
継
を
放
棄
す
る
と
い
う
場
合
は
、
そ
れ

自
体
、
債
務
者
の
職
責
に
も
と
る
と
し
て
、︻
４
︼
決
定
に
反
対
す
る
見
解
も
あ
る）
₈₁
（

。

第
三
節　

追
加
配
当

　

倒
産
法
二
〇
三
条
一
項
は
、﹁
倒
産
裁
判
所
は
、
最
後
の
期
日
後
に
次
に
掲
げ
る
事
情
が
生
じ
た
と
き
は
、
倒
産
管
財
人
ま
た
は
倒
産
債

権
者
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
、
ま
た
は
職
権
に
よ
り
、
追
加
配
当
を
命
ず
る
﹂
と
し
て
、
同
項
三
号
は
、﹁
倒
産
財
団
の
目
的
物
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
と
き
﹂
を
規
定
し
て
い
る）
₈₂
（

。
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
日
決
定
（
以
下
﹁︻
６
︼
決
定
﹂
と
い
う
））
₈₃
（

で
は
、
債
務

者
が
、
倒
産
手
続
中
に
獲
得
し
た
遺
留
分
請
求
権
を
倒
産
手
続
の
終
結
後
に
は
じ
め
て
承
認
し
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
さ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
、
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社
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六
九
巻
一
号�

二
二
六

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
二
六

追
加
配
当
が
行
わ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

【
６
】
連
邦
通
常
裁
判
所　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
日
決
定
（B

G
H

 N
JW

 2011, 1448

）

事
実
の
概
要
：
債
務
者
Ｙ
の
財
産
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
三
〇
日
、
消
費
者
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
。
Ｙ
の
父
は
、
Ｙ
の
兄
弟

で
あ
る
Ａ
を
単
独
相
続
人
に
指
定
し
、
二
〇
〇
三
年
七
月
八
日
に
死
亡
し
た
。
二
〇
〇
四
年
六
月
一
七
日
の
決
定
に
よ
り
、
倒
産
裁
判
所
は
、

免
責
の
告
知
の
後
、
倒
産
手
続
を
終
結
さ
せ
た
。
二
〇
〇
四
年
七
月
六
日
に
、
Ｙ
は
Ａ
に
対
し
、
遺
留
分
請
求
訴
訟
を
提
起
し
、
二
〇
〇
九

年
一
月
一
六
日
の
判
決
に
よ
っ
て
、
Ａ
が
Ｙ
に
、
三
三
四
八
五
．
三
八
ユ
ー
ロ
を
支
払
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
判
決
以
前
で
あ
る
二
〇

〇
八
年
一
二
月
三
〇
日
に
、
誠
実
行
為
期
間
は
終
了
し
て
い
る
。
倒
産
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
九
年
四
月
二
日
の
決
定
で
、
追
加
配
当
を
命
じ

た
。
Ｙ
の
即
時
抗
告
は
退
け
ら
れ
た
た
め
、
Ｙ
は
連
邦
通
常
裁
判
所
に
抗
告
（R

echtsbeschw
erde

）
し
た
。

決
定
要
旨
：
倒
産
法
二
〇
三
条
一
項
に
よ
る
と
、﹁
追
加
配
当
は
、
財
団
に
属
す
る
財
産
の
目
的
物
が
最
後
の
期
日
の
後
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
場
合
に
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

Ｙ
の
遺
留
分
請
求
権
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
八
日
の
相
続
開
始
に
よ
り
生
じ
た
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
一
七
条
一
項
、
一
九
二
二
条
一
項
）。
こ

の
時
点
か
ら
、
遺
留
分
請
求
権
は
Ｙ
の
財
産
に
属
し
、
そ
れ
と
同
時
に
倒
産
財
団
に
も
属
す
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
遺
留
分
請
求
権
は
強
制

執
行
可
能
な
権
利
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
倒
産
法
三
六
条
一
項
一
文
）。
た
し
か
に
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
り
、

契
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
し
た
場
合
に
の
み
差
押
え
に
服
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
差
押
え
の
障
害
と
な
っ
て
い
な

い
。
連
邦
通
常
裁
判
所
の
確
定
し
た
判
例
に
よ
る
と
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に
よ
る
承
認
ま
た
は
訴
訟
係
属
の
前
に
、
そ
の
強
制
的
な

換
価
可
能
性
に
つ
い
て
は
停
止
条
件
付
の
請
求
権
と
し
て
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る（B

G
H

, 

⋮
⋮B

G
H

Z
 123, 183, 185 ff

︹
筆
者
注
：

︻
１
︼
判
決
︺; 

⋮
⋮Z

IP
 1997, 1302

︹
筆
者
注
：︻
２
︼
判
決
︺; 

⋮
⋮Z

InsO
 2009, 299 R

n. 14

︹
筆
者
注
：︻
３
︼
決
定
︺; 

⋮
⋮
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六
九
巻
一
号�

二
二
七

二
二
七

Z
InsO

 2009, 1461 R
n. 8

︹
筆
者
注
：︻
４
︼
決
定
︺）。
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
属
す
る
の
か
、
誠
実
行
為
期
間
中
の
新
取
得
に
分

類
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、相
続
が
倒
産
手
続
の
終
結
の
前
に
開
始
し
た
の
か
、後
に
開
始
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
基
準
に
な
る（B

G
H

, 

⋮
⋮IX

 Z
B

 249/07, a.a.O
. R

n. 15

︹
筆
者
注
：︻
３
︼
決
定
︺; 

⋮
⋮IX
 Z

B
 196/08, a.a.O

. R
n. 9

︹
筆
者
注
：︻
４
︼
決
定
︺; B

G
H

, 

⋮
⋮ Z

InsO
 2009, 1831, R

n. 9; 

⋮
⋮ N

Z
I 2010, 741 R

n. 4

も
参
照
）。﹂

　

倒
産
手
続
中
に
獲
得
し
た
請
求
権
は
、
倒
産
手
続
終
結
後
に
請
求
さ
れ
た
場
合
で
も
、
倒
産
財
団
に
帰
属
す
る
か
ら
、
追
加
配
当
は
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
強
制
的
な
換
価
可
能
性
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
契
約
に
よ
る
承
認
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ

る
が
、﹁
無
制
限
の
、
即
座
の
換
価
可
能
性
は
、
財
産
が
財
団
に
帰
属
す
る
こ
と
の
要
件
で
は
な
い
（B

G
H

, 

⋮
⋮ Z

IP
 2006, 1258 R

n. 12

の
遺
言
執
行
の
事
案
を
参
照
）。

　

承
認
ま
た
は
訴
訟
係
属
前
に
す
で
に
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
の
解
釈
は
、
法
規
定
の
目
的
に
も
合
致
す
る
。
強
制
執

行
手
続
と
し
て
の
倒
産
手
続
の
性
格
に
従
っ
て
、
強
制
執
行
に
服
さ
な
い
目
的
物
は
、
倒
産
法
三
六
条
一
項
に
よ
り
倒
産
財
団
か
ら
除
外
さ

れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
倒
産
手
続
に
お
い
て
も
債
務
者
に
人
間
ら
し
い
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
財
産
が
留
保
さ
れ
、
債
務
者
が
社
会

扶
助
に
頼
ら
ず
に
済
む
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（B

G
H

, U
rt. v. 11. M

ai 2006, a.a.O
.

︹
筆
者
注
：Z

IP
 2006, 1258

︺

R
n. 16;

⋮
⋮
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
留
分
請
求
権
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
る
制
限
に
服
し
な
が
ら
差
押
可
能
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
債
務
者
の
最
低
限
の
生
活
費
の
確
保
に
資
す
る
も
の
で
は
な
く
、
権
利
者
の
意
思
に
反
し
て
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
回
避

す
べ
く
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る；

相
続
人
に
対
し
て
遺
留
分
請
求
権
が
行
使
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
は
、
被
相
続
人
と
遺
留

分
権
利
者
の
家
族
的
な
結
び
つ
き
を
考
慮
し
て
、
遺
留
分
権
利
者
だ
け
に
委
ね
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（B

G
H

, 

⋮
⋮B

G
H

Z
 123, 183, 

186

︹
筆
者
注
：︻
１
︼
判
決
︺
な
ど
を
参
照
）。
倒
産
手
続
中
に
獲
得
さ
れ
、
手
続
終
結
後
に
債
務
者
に
よ
っ
て
訴
訟
係
属
さ
せ
ら
れ
た
遺

留
分
請
求
権
が
追
加
配
当
に
服
す
る
と
し
て
も
、
債
務
者
の
決
定
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
債
務
者
は
、
請
求
権
が
実
現
さ
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二
二
八

れ
る
べ
き
か
ど
う
か
の
決
定
に
お
い
て
は
自
由
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
債
務
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
と
決
め
た
場
合
、
請
求
権

は
財
団
の
た
め
に
換
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
債
務
者
が
請
求
権
を
行
使
す
る
と
決
め
た
場
合
、
獲
得
さ
れ
た
財
産
は
、
倒
産
手

続
中
の
新
取
得
と
し
て
、
追
加
配
当
に
服
す
る
。﹂

検　

討
：︻
６
︼
決
定
は
、
倒
産
手
続
中
に
獲
得
さ
れ
た
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
手
続
の
終
結
後
に
は
じ
め
て
契
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
ま

た
は
訴
訟
係
属
し
た
場
合
、
追
加
配
当
に
服
す
る
こ
と
を
判
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
の
決
定
は
、
遺
留
分
権
利
者
に
委
ね
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
。
遺
留
分
権
利
者
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を

と
っ
た
場
合
に
は
、
も
は
や
保
護
さ
れ
る
べ
き
遺
留
分
権
利
者
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
の
自
由
は
存
在
せ
ず
、
債
権
者
の
利
益
を
考
慮
し

て
、
遺
留
分
請
求
権
を
追
加
配
当
に
服
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
債
権
者
の
利
益
と
の
調
整
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、︻
６
︼
決
定
は
、
財
産
が
無
制
限
に
、
即
座
に
換
価
可
能
で
あ
る
こ
と
は
、
財
産
が
倒
産
財
団
に
属
す
る
こ
と
の
要
件
で
は
な
い

と
し
て
お
り
、
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
い
う
︻
３
︼
決
定
で
示
さ
れ
た
解
釈
を
さ
ら
に
徹
底
さ
せ
て
い
る
。

第
四
節　

小
括

　

倒
産
手
続
開
始
前
、
ま
た
は
倒
産
手
続
中
に
相
続
が
開
始
し
た
場
合
、
遺
留
分
請
求
権
は
倒
産
財
団
に
属
す
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
も

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
を
強
制
的
換
価
の
停
止
条
件
と
す
る
請
求
権
と
し
て
破
産
財
団
に
属
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
遺
留
分
権

利
者
の
決
定
の
自
由
は
保
障
さ
れ
て
い
る
。
遺
留
分
権
利
者
の
財
産
が
倒
産
手
続
に
服
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
お
い
て
も
、
遺
留
分
請
求

権
の
行
使
に
つ
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
自
身
が
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る）
₈₄
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
遺
留
分
権
利
者
の
財
産
に
関
し
て
倒
産
手
続
が
開
始
し
た
場
合
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
と
、
こ

れ
に
よ
っ
て
債
権
者
は
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
自
由
に
決
定
す
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六
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一
号�

二
二
九

二
二
九

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
支
払
不
能
、
ま
た
は
支
払
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
債
務
者
の
財
産
に
関
し
て
倒
産
手
続
が
開
始

さ
れ
た
（
倒
産
法
一
六
条
～
一
八
条
）
場
合
で
も
、
本
章
第
一
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
倒
産
財
団
へ
の
帰
属
と
換
価
に
関
す
る
判
例
が
、

債
権
者
の
利
益
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
債
務
者
に
よ
る
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
の
自
由
を
守
る
べ
き
と
し
た
点
は
、

注
目
に
値
す
る
。

　

ま
た
、
第
三
章
で
検
討
し
た
差
押
え
は
個
別
執
行
の
手
続
で
あ
り
、
優
先
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る
差
押
え
の
場
面
に
お
い
て
、
債
権
者

の
利
益
が
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
に
劣
後
す
る
と
い
う
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
た
。
他
方
、
本
章
で
検
討
の
対
象
と
し
た
の
は
、

包
括
執
行
の
場
面
で
あ
っ
た
が
、
債
権
者
ら
に
対
し
て
共
同
の
満
足
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
倒
産
手
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に
つ
い

て
も
、
債
権
者
ら
の
利
益
は
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
に
劣
後
す
る
と
い
う
取
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
相
続
が
倒
産
手
続
終
結
後
、
誠
実
行
為
期
間
中
に
開
始
し
た
場
合
も
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
が

自
由
に
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。︻
４
︼
決
定
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
場
合
も
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
責
務
の
違

反
に
は
あ
た
ら
な
い
と
判
示
し
た
。
立
法
者
は
倒
産
法
二
九
五
条
に
つ
い
て
、﹁
こ
の
規
定
は
、
免
責
の
中
心
的
な
規
定
と
し
て
、
債
務
者

が
﹃
誠
実
行
為
期
間
﹄
中
に
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
債
務
者
の
責
務
を
規
定
す
る
。
債
務
者
は
、
最
終
的
に
は
債
務
者
に
残
さ
れ
て
い

る
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
に
、
債
権
者
を
こ
の
期
間
中
に
お
い
て
可
能
な
限
り
満
足
さ
せ
る
よ
う
力
の
及
ぶ
限
り
努
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。﹂）
₈₅
（

と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
期
間
に
お
い
て
も
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
は
守
ら

れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
お
り
、
債
権
者
の
利
益
は
こ
れ
に
劣
後
す
る
取
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

相
続
に
か
か
わ
る
財
産
取
得
が
無
制
限
に
保
障
さ
れ
、
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
の
責
務
を
回
避
で
き
る
結
果
と
な
る
こ
と
が
、
果
た
し

て
同
条
の
立
法
目
的
に
適
う
も
の
か
は
疑
わ
し
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る）
₈₆
（

。

　

こ
れ
に
対
し
、︻
６
︼
決
定
は
、
債
務
者
が
、
倒
産
手
続
中
に
獲
得
し
た
遺
留
分
請
求
権
を
倒
産
手
続
の
終
結
後
に
は
じ
め
て
承
認
し
、
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ま
た
は
訴
訟
係
属
さ
せ
た
場
合
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
追
加
配
当
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
こ
こ
ま

で
く
る
と
、
債
権
者
の
利
益
に
配
慮
し
て
、
追
加
配
当
が
行
わ
れ
る
と
い
う
取
扱
い
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
判
例
上
、
倒
産
法
の
領
域
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
、
債
権
者
の
利
益
は

劣
後
さ
せ
る
取
扱
い
が
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
い
て
も
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て

は
批
判
も
あ
り
、
ま
た
、
倒
産
法
八
三
条
の
導
入
の
際
に
比
較
衡
量
の
過
程
で
債
権
者
の
利
益
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
批
判
的

に
検
証
す
べ
き
と
の
意
見
も
み
ら
れ）
₈₇
（

、
倒
産
法
の
領
域
に
お
け
る
こ
の
よ
う
取
扱
い
が
、
学
説
に
お
い
て
完
全
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
債
務
者
の
財
産
が
支
払
不
能
、
ま
た
は
支
払
不
能
の
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
や
、
誠
実
行
為
期
間
に
お
け
る
債
務
者
の
責
務
の
趣
旨
を
重
視
し
て
、
債
権
者
の
利
益
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。

第
六
章　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
債
務
を
負
担
し
て
い
る
場
合
に
、
債
権
者
と
の
関
係
で
、
遺
留
分
請
求
権
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
べ
き

か
、
債
権
者
の
利
益
と
は
ど
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
討
し
て
き
た
。

（
１
）　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
の
立
場

　

第
三
章
で
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
の
場
面
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
の
利
益
の
調
整
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
と
被
相
続
人
と
の
家
族
と
し
て
の
結
び
つ
き
を
考
慮
し
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
よ
り
、

遺
留
分
請
求
権
は
、
契
約
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
ま
た
は
訴
訟
係
属
し
て
い
る
と
き
に
限
り
、
差
押
え
に
服
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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︻
１
︼
判
決
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
文
言
と
は
異
な
り
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充
足
前
で
も
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
を

可
能
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遺
留
分
権
利
者
は
遺
留
分
請
求
権
を
譲
渡
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、︻
１
︼
判
決
は
、
差
押
え
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象

と
な
る
こ
と
を
認
め
た
。
も
っ
と
も
、
遺
留
分
請
求
権
の
強
制
的
な
換
価
は
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
る
ま
で
は
不
可
能

と
さ
れ
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
章
で
検
討
の
対
象
と
し
た
︻
２
︼
判
決
も
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
判
断
し
、
遺
留
分

請
求
権
を
行
使
す
る
か
否
か
は
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
結
果
、︻
１
︼
判
決
に
よ
れ
ば
、
遺

留
分
請
求
権
の
譲
渡
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な
る
が
、︻
２
︼
判
決
に
よ
る
と
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
は
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と

な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
点
で
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
の
自
由
と
行
使
の
自
由
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
換
言
す
る
と
、
以

上
の
判
例
は
、
遺
留
分
権
利
者
が
遺
留
分
請
求
権
の
帰
属
主
体
を
変
更
す
る
こ
と
は
厳
し
く
制
限
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
債
権
者
の
利
益
を

保
全
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
は
、
あ
く
ま
で
も
遺
留
分
権
利
者
に
委
ね
る
一
方
、

遺
留
分
請
求
権
を
他
に
移
転
す
る
こ
と
は
認
め
な
い
の
で
あ
る
。︻
２
︼判
決
は
、行
使
の
自
由
と
譲
渡
の
自
由
を
別
異
に
扱
う
根
拠
と
し
て
、

遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は﹁
相
続
法
上
の
方
法
﹂、す
な
わ
ち
相
続
法
に
お
い
て
許
さ
れ
た
選
択
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
て
お
り
、

相
続
法
に
お
け
る
選
択
の
自
由
に
つ
い
て
の
特
別
な
考
慮
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、︻
１
︼
判
決
は
、
譲
渡
を
無
制
限
に

許
し
た
場
合
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
譲
受
人
や
そ
の
債
権
者
の
利
益
を
図
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
は
こ
の
よ
う
な
行

動
を
許
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。

　

第
五
章
で
は
、
倒
産
法
の
領
域
に
お
け
る
問
題
を
検
討
し
た
。︻
３
︼
判
決
は
、
遺
留
分
請
求
権
が
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
充

足
前
で
も
倒
産
財
団
に
帰
属
す
る
と
し
つ
つ
、
換
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
は
、



（　
　
　

）

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
三
二

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
三
二

管
財
人
で
は
な
く
遺
留
分
権
利
者
た
る
債
務
者
だ
け
が
決
定
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
倒
産
手
続
開
始
前
ま
た
は
手
続

中
に
債
務
者
が
取
得
し
た
遺
留
分
請
求
権
に
つ
い
て
も
、
行
使
す
る
か
ど
う
か
の
決
定
は
あ
く
ま
で
も
遺
留
分
権
利
者
た
る
債
務
者
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
残
さ
れ
た
債
務
か
ら
免
責
さ
れ
る
た
め
に
債
権
者
を
可
能
な
限
り
満
足
さ
せ
る
よ
う
債
務
者
が
努
力
す
べ
き
誠
実

行
為
期
間
に
お
い
て
も
、
放
棄
す
る
権
利
の
個
人
的
な
（persönlich

）
性
格
は
考
慮
さ
れ
る
か
ら
、
遺
留
分
権
利
者
は
、
遺
留
分
請
求
権

を
行
使
し
な
い
で
お
く
こ
と
は
許
さ
れ
る
。
し
か
し
、︻
６
︼
判
決
に
よ
る
と
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
は
別

で
あ
り
、
要
件
の
充
足
が
倒
産
手
続
終
結
後
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
遺
留
分
請
求
権
は
追
加
配
当
に
服
す
る
。

　

以
上
の
検
討
の
全
体
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
権
利
者
に
、
権
利
を
行
使
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
決
定
の

自
由
を
保
障
し
、
こ
れ
を
債
権
者
の
利
益
よ
り
も
優
先
す
る
姿
勢
が
貫
徹
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
し
、
あ
る
い
は
差
押
え
自
体
は
可
能
と
し
、
倒
産
財
団
を
も
構
成
す
る
と
し
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
遺
留

分
権
利
者
た
る
債
務
者
の
処
分
権
を
厳
し
く
制
限
し
、
債
権
者
の
利
益
を
優
先
さ
せ
て
い
る
。

　

な
お
、
第
二
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
相
続
開
始
前
に
被
相
続
人
と
の
契
約
に
よ
っ
て
遺
留
分
を
放
棄
す
る
こ
と

が
で
き
（
遺
留
分
放
棄
契
約
）、
こ
の
場
合
、
相
続
が
開
始
し
て
も
遺
留
分
請
求
権
は
放
棄
者
に
帰
属
し
な
い
。
相
続
が
開
始
す
れ
ば
遺
留

分
請
求
権
が
帰
属
す
る
予
定
で
あ
る
者
が
、
相
続
の
開
始
前
に
、
遺
留
分
放
棄
契
約
を
す
る
自
由
に
つ
い
て
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
一
一

年
一
月
一
九
日
判
決）
₈₈
（

は
、
基
本
法
一
四
条
一
項）
₈₉
（

の
相
続
を
め
ぐ
る
権
利
の
保
障
か
ら
、
消
極
的
な
相
続
の
自
由
も
導
き
出
さ
れ
る
と
し
て）
₉₀
（

、

基
本
法
二
条
一
項）
₉₁
（

に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
私
的
自
治
だ
け
で
は
な
く
、
相
続
の
自
由
と
い
う
基
本
的
思
想
も
援
用
し
て
、
遺
留
分
権
利
者
が

遺
留
分
放
棄
契
約
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
し
た）
₉₂
（

。
こ
の
よ
う
に
、
遺
留
分
放
棄
契
約
に
つ
い
て
は
、
私
的
自
治
や
消
極
的
な
相
続
の
自

由
と
い
っ
た
憲
法
上
の
要
請
に
基
づ
い
て
決
定
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
、
す
で
に
遺
留
分
権

利
者
に
帰
属
し
た
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
自
由
に
も
及
ぶ
の
か
に
つ
い
て
は
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
り）
₉₃
（

、
今
後
の
議
論
や
裁
判
例
の



（　
　
　

）

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
三
三

二
三
三

蓄
積
を
待
つ
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
２
）　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
残
さ
れ
た
課
題

　

本
稿
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
遺
留
分
権
利
者
に
決
定
の
自
由
を
保
障
す
る
扱
い
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五

二
条
一
項
や
、
倒
産
法
八
三
条
を
直
接
の
根
拠
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
時
の
学
説
に
は
、
債
権
者
に
ま
っ
た
く
配
慮
し
な
い
現
行
法
の

規
定
が
、
常
に
適
切
な
解
決
策
を
導
く
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と
指
摘
す
る
も
の
も
あ
る）
₉₄
（

。
そ
こ
で
は
、
家
族
内
の
関
係
を
根
拠
と
し
て
債

権
者
に
権
利
行
使
の
強
制
を
許
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
論
拠
も
疑
わ
し
い
と
さ
れ）
₉₅
（

、
債
務
者
が
い
か
な
る
制
限
も

受
け
ず
に
債
権
者
の
介
入
を
阻
止
で
き
る
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
説
得
力
の
あ
る
理
由
付
け
を
見
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
被
相
続
人

と
、
相
続
人
ま
た
は
遺
留
分
権
利
者
の
間
の
親
密
な
人
的
ま
た
は
家
族
的
な
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
こ
と
は
説
得
的
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ

て
い
る）
₉₆
（

。
さ
ら
に
、
こ
の
見
解
は
、
夫
と
妻
、
両
親
と
子
の
間
で
の
慰
謝
料
請
求
権
も
し
く
は
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、
ま

た
は
極
め
て
親
密
な
人
的
も
し
く
は
家
族
的
な
関
係
を
基
礎
と
す
る
そ
の
他
の
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
家
族
的
な
結
び
つ
き
が

存
在
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
押
可
能
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
遺
留
分
請
求
権
が
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
を
満

た
さ
な
け
れ
ば
差
押
え
で
き
な
い
こ
と
を
疑
問
と
す
る
。
こ
の
点
は
、
今
後
さ
ら
に
詳
細
な
議
論
が
展
開
す
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
、
倒
産
法
の
領
域
に
お
い
て
も
、
学
説
の
な
か
に
は
、
倒
産
法
八
三
条
が
債
権
者
の
利
益
を
十
分
考
慮
し
た
も
の
か
、
ま
た
、
誠
実

行
為
期
間
に
お
い
て
も
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
が
守
ら
れ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
判
例
の
立
場
に
批
判
的
な
も
の
が
み
ら

れ
る
。

　

な
お
、
扶
養
や
社
会
扶
助
の
分
野
に
お
い
て
、
扶
養
義
務
者
や
社
会
扶
助
の
受
給
権
者
が
遺
留
分
請
求
権
を
取
得
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
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ド
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法
に
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け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
三
四

裁
判
例
の
中
に
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
決
定
の
自
由
を
制
限
し
た
と
評
価
で
き
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る）
₉₇
（

。
本
稿
で
明
ら
か

と
な
っ
た
判
例
の
考
え
方
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
は
、
ド
イ
ツ
の
学
説
上
も
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
取
り
上
げ
、
検
討
す
る
。
変
化
が
現
れ
は
じ
め
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
動
向
に
は
、
今
後
も
注
目
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、︻
２
︼
判
決
、︻
４
︼
決
定
、︻
５
︼
決
定
に
お
い
て
は
、
相
続
や
遺
贈
の
放
棄
、
放
棄
契
約
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、

遺
留
分
請
求
権
と
の
性
質
の
違
い
や
、
取
扱
い
の
違
い
に
つ
い
て
は
特
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
段
階
で
は
、
遺

留
分
請
求
権
は
、
そ
の
性
質
の
違
い
を
考
慮
し
て
、
相
続
や
遺
贈
の
放
棄
と
は
異
な
る
取
扱
い
を
す
べ
き
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
相
続
や
遺
贈
を
放
棄
し
な
い
こ
と
は
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
被
相
続
人
の
意
思
に
は
反
し
な
い）
₉₈
（

。
こ
の
よ

う
な
点
か
ら
も
、
判
例
の
立
場
が
、
今
後
も
検
証
さ
れ
る
べ
き
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
３
）　

日
本
法
の
今
後

　

最
高
裁
平
成
一
三
年
判
決
は
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
は
、
民
法
四
二
三
条
一
項
た
だ
し
書
に
い
う
一
身
専
属
権
に
あ
た
る
と
し
て
、
遺
留

分
権
利
者
が
、
権
利
行
使
の
確
定
的
意
思
を
有
す
る
こ
と
を
外
部
に
表
明
し
た
と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
は
、
債
権
者
代
位

の
目
的
と
な
ら
な
い
と
し
た）
₉₉
（

。
こ
の
よ
う
に
、
わ
が
国
の
判
例
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
減
殺
請
求
権
行
使
の
意
思
決
定
に
介
入
す
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
許
さ
な
い
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
、
ド
イ
ツ
の
条
文
や
判
例
の
立
場
と
の
近
似
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

わ
が
国
で
は
、
最
高
裁
平
成
一
三
年
判
決
以
降
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
の
利
益
と
の
調
整
が
問
題
と
な
る
裁
判
例
は

現
れ
て
お
ら
ず
、
学
説
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
よ
う
な
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、

わ
が
国
で
は
、
ド
イ
ツ
法
以
上
に
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
一
身
専
属
性
が
強
調
さ
れ
、
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
決
定
へ
の
介
入
に
慎
重
な
態
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同
志
社
法
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六
九
巻
一
号�

二
三
五

二
三
五

度
が
と
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
す
ら
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
背
景
に
は
、
わ
が
国
で
は
遺
留
分
減
殺
請
求
権
が
形
成
権
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
行
使
に
よ
っ
て

物
権
的
効
果
が
発
生
し
、
価
額
弁
償
が
な
さ
れ
る
場
合
は
と
も
か
く
と
し
て
、
被
相
続
人
に
よ
る
処
分
を
失
効
さ
せ
る
効
果
を
も
た
ら
す
と

い
う
事
情
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
遺
留
分
請
求
権
は
金
銭
債
権
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
の
と
は
性

質
が
異
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
﹁
民
法
（
相
続
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
﹂
で
は
、
遺
留
分
減
殺
請
求

権
が
形
成
権
で
あ
る
と
す
る
点
は
そ
の
ま
ま
に
、
減
殺
請
求
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
金
銭
債
権
が
発
生
す
る
と
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る）
１００
（

。

将
来
的
に
、
減
殺
請
求
に
よ
り
原
則
と
し
て
金
銭
債
権
が
発
生
す
る
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
扱
い
に
変
化
が
生
ず
る
の
か
、

注
目
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
請
求
権
行
使
前
の
差
押
え
や
、
譲
渡
の
債
権
者
取
消
し
、
請
求

権
行
使
に
よ
る
追
加
配
当
と
い
っ
た
、
債
権
者
の
保
護
に
資
す
る
扱
い
に
関
わ
る
議
論
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
め
ぐ

る
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
示
唆
に
富
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）　

な
お
、
平
成
二
八
年
六
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
﹁
民
法
（
相
続
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
﹂
で
は
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
が
形
成
権
で
あ
る
と
す
る
点
は
そ

の
ま
ま
に
、
減
殺
請
求
に
よ
っ
て
原
則
と
し
て
金
銭
債
権
が
発
生
す
る
と
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
（﹁
民
法
（
相
続
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
﹂、http://w

w
w

.

m
oj.go.jp/content/001201997.pdf

、（
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
一
七
年
一
月
三
〇
日
））。

（
2
）　

山
口
純
夫
﹁
判
批
（
東
京
地
判
平
成
二
年
六
月
二
六
日
・
判
時
一
三
七
七
号
七
四
頁
）﹂
判
タ
七
五
一
号
（
一
九
九
一
年
）
五
五
頁
、
名
越
功
﹁
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
行

使
と
そ
の
登
記
﹂
香
川
最
高
裁
判
事
退
官
記
念
﹃
民
法
と
登
記
﹄
二
六
三
頁
、
林
良
平
（
安
永
正
昭
補
訂
）
ほ
か
﹃
債
権
総
論
﹄
一
七
二
頁
脚
注
（
三
）︹
石
田
喜
久
夫
︺（
青

林
書
院
、
第
三
版
、
一
九
九
六
年
）、
平
野
裕
之
﹃
債
権
総
論
﹄（
信
山
社
出
版
、
第
二
版
補
正
版
、
一
九
九
六
年
）
二
六
九
頁
、
船
越
隆
司
﹁
責
任
財
産
の
保
全
﹂
甲
斐
道
太

郎
編
﹃
債
権
総
論
﹄
一
一
〇
頁
（
法
律
文
化
社
、
第
二
版
、
二
〇
〇
一
年
）、
淡
路
剛
久
﹃
債
権
総
論
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
二
年
）
二
四
八
頁
、
影
浦
直
人
﹁
判
批
（
最
高
裁

平
成
一
三
年
判
決
）﹂
判
タ
臨
増　

一
一
二
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
七
頁
、
内
田
貴
﹃
民
法
Ⅳ
﹄（
東
京
大
学
出
版
会
、
補
訂
版
、
二
〇
〇
四
年
）
五
一
〇
頁
な
ど
。
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六

（
3
）　

高
木
多
喜
男
﹁
判
批
（
東
京
地
判
平
成
二
年
六
月
二
六
日
・
判
時
一
三
七
七
号
七
四
頁
）﹂
リ
マ
ー
ク
ス　

三
号
（
一
九
九
一
年
）
九
三－

九
四
頁
、
伊
藤
昌
司
﹁
判
批
（
東

京
地
判
平
成
二
年
六
月
二
六
日
・
判
時
一
三
七
七
号
七
四
頁
）﹂
判
評　

四
〇
〇
号
（
一
九
九
二
年
）
三
七－

三
八
頁
、
前
田
陽
一
﹁
相
続
法
と
取
引
法
︱
相
続
人
債
権
者
の

債
権
保
全
を
中
心
に
﹂
伊
藤
進
ほ
か
編
﹃
現
代
取
引
法
の
基
礎
的
課
題
﹄（
有
斐
閣
、一
九
九
九
年
）
六
八
〇－

六
八
二
頁
、中
川
善
之
助
＝
泉
久
雄
﹃
相
続
法
﹄
六
六
二
頁
（
有

斐
閣
、
第
四
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
辻
上
佳
輝
﹁
民
法
第
四
二
三
条
の
一
身
専
属
権
に
つ
い
て
（
二
・
完
）
︱
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
代
位
行
使
︱
﹂
法
学
論
叢
一
五
〇
巻
六

号
（
二
〇
〇
二
年
）
五
五
頁
以
下
、
中
川
善
之
助
＝
加
藤
永
一
編
﹃
新
版　

註
釈
民
法
（
二
八
）　

相
続
（
三
）﹄
四
七
六－

四
七
七
頁
︹
中
川
淳
︺（
有
斐
閣
、
補
訂
版
、
二

〇
〇
二
年
）、久
保
宏
之
﹁
判
批
（
最
高
裁
平
成
一
三
年
判
決
）﹂
リ
マ
ー
ク
ス　

二
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
三
二－

三
三
頁
な
ど
。
潮
見
佳
男
﹃
相
続
法
﹄（
弘
文
堂
、第
五
版
、

二
〇
一
四
年
）
三
二
六
頁
は
、
代
位
債
権
者
の
代
位
へ
の
期
待
利
益
を
含
め
た
遺
留
分
権
利
者
と
代
位
債
権
者
の
利
益
状
況
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
代
位
行
使
の
当
否
を
判
断

す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
潮
見
佳
男
﹃
債
権
総
論
Ⅱ
︱
債
権
保
全
・
回
収
・
保
証
・
帰
属
変
更
﹄（
信
山
社
出
版
、
第
三
版
、
二
〇
〇
五
年
）
三
六－

三
八
頁
は
、
事
案
の
類

型
に
よ
る
代
位
の
当
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

（
4
）　

水
野
紀
子
﹁
財
産
管
理
と
社
会
的
・
制
度
的
条
件
﹂
水
野
紀
子
＝
窪
田
充
見
編
﹃
財
産
管
理
の
理
論
と
実
務
﹄（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
一
一
頁
。

（
5
）　

わ
が
国
に
お
い
て
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
差
押
え
に
つ
い
て
は
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
は
行
使
上
の
一
身
専
属
権
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
下
級
審
判
決
が
存
在

す
る
が
（
東
京
高
裁
平
成
六
年
八
月
一
〇
日
東
高
民
時
報
四
五
巻
一－

一
二
号
三
三
頁
）、
議
論
は
少
な
い
。
ま
た
、
破
産
手
続
に
お
い
て
は
、
差
押
禁
止
財
産
は
破
産
財
団

に
属
せ
ず
（
破
産
法
三
四
条
三
項
）、
行
使
上
の
一
身
専
属
性
を
有
す
る
権
利
は
性
質
上
差
押
え
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
お
り
（
竹
下
守
夫
ほ
か
編
﹃
大
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル
破
産
法
﹄
一
三
七－

一
三
九
頁
︹
髙
山
崇
彦
︺（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
七
年
））、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
に
つ
い
て
も
そ
の
一
身
専
属
性
が
問
題
と
な
る
。

（
6
）　

以
下
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
の
条
文
の
訳
出
に
あ
た
り
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
部
﹃
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
典
︱
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
二
日
現
在
︱
﹄（
法
曹
会
、
二
〇
一
二
年
）

を
参
照
し
た
。
ま
た
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
二
項
は
、﹁
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
二
八
条
に
従
い
贈
与
者
に
帰
属
す
る
贈
与
目
的
物
の
引
渡
し
を
求
め
る
請
求
権
並
び
に
剰
余
の
調
整
を
求
め

る
配
偶
者
の
請
求
権
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。﹂
と
規
定
す
る
。

（
7
）　

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
四
三
二
条
一
項
や
一
四
五
五
条
二
号
、
相
続
税
及
び
贈
与
税
に
関
す
る
法
律
一
三
条
一
項
な
ど
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
や
遺
留
分
の

放
棄
に
つ
い
て
の
一
身
専
属
性
を
考
慮
し
た
規
定
が
み
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が
法
制
度
上
浸
透
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
8
）　

相
続
人
の
遺
産
債
務
に
対
す
る
責
任
に
つ
い
て
は
、
太
田
武
男
＝
佐
藤
義
彦
編
﹃
注
釈
ド
イ
ツ
相
続
法
﹄
一
七
〇－

一
七
三
頁
︹
松
倉
耕
作
︺（
三
省
堂
、
一
九
八
九
年
）、

松
倉
耕
作
﹁
遺
産
債
務
に
対
す
る
共
同
相
続
人
の
責
任
⑴
﹂
六
甲
台
論
集
一
八
巻
一
号
（
一
九
七
一
年
）
二
七
頁
、
金
子
敬
明
﹁
相
続
財
産
の
重
層
性
を
め
ぐ
っ
て
⑶
﹂
法
学

協
会
雑
誌
一
二
〇
巻
九
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
七
五
六
頁
で
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

（
9
）　

H
ein

rich
 L

a
n

ge/ K
u

rt K
u

ch
in

ke, E
rbrecht, 5.A

ufl, 2001, §37 V
III 1.
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ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
三
七

二
三
七

（
10
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
四
六
条
が
、
相
続
放
棄
契
約
の
効
果
と
制
限
可
能
性
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
四
六
条
一
項
﹁
被
相
続
人
の
血
族
お
よ
び
配
偶
者
は
、
被
相
続
人

と
の
契
約
に
よ
り
、
法
定
相
続
権
に
つ
い
て
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
放
棄
し
た
者
は
、
ま
る
で
相
続
開
始
時
に
も
は
や
生
存
し
て
い
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
法
定
相
続

か
ら
除
外
さ
れ
る；

放
棄
し
た
者
は
遺
留
分
権
を
有
し
な
い
。﹂
二
項
は
、﹁
放
棄
は
遺
留
分
権
に
限
定
さ
れ
う
る
。﹂

（
11
）　

ド
イ
ツ
の
債
権
差
押
え
と
日
本
の
債
権
者
代
位
の
相
違
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
債
務
者
が
無
資
力
で
な
い
場
合
も
差
押
え
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
債
務
名
義
が
必

要
で
あ
る
こ
と
、
差
押
え
に
よ
り
債
権
者
は
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
目
的
物
の
上
に
質
権
を
取
得
し
て
優
先
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
（
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
〇
四
条
一
項
）
が

挙
げ
ら
れ
る
（
川
並
美
砂
﹁
債
権
者
代
位
権
に
よ
る
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
行
使
︱
ド
イ
ツ
に
お
け
る
遺
留
分
請
求
権
の
差
押
え
に
関
す
る
一
考
察
︱
﹂
中
央
大
学
大
学
院
研

究
年
報
三
三
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
三
七
頁
脚
注
（
15
）
参
照
）。

（
12
）　

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
相
続
人
の
債
権
者
に
よ
る
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
代
位
行
使
に
つ
い
て
紹
介
す
る
論
文
は
い
く
つ
か
存
在
す
る
（
大
島
俊
之
﹁
遺
留
分
減
殺
請
求
権

と
債
権
者
代
位
権
﹂
神
戸
学
院
法
学
二
九
巻
一
号
（
一
九
九
九
年
）
一
頁
、前
田
・
前
掲
注
（
3
）
六
四
七
頁
、辻
上
佳
輝
﹁
民
法
第
四
二
三
条
の
一
身
専
属
権
に
つ
い
て
（
一
）

︱
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
代
位
行
使
︱
﹂
法
学
論
叢
一
五
〇
巻
二
号
（
二
〇
〇
一
年
）
三
八
頁
、
辻
上
・
前
掲
注
（
3
）
四
九
頁
）。
こ
れ
ら
の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
債
権
者
代
位
権
に
関
す
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一
一
六
六
条
は
、﹁
し
か
し
、
債
権
者
は
、
債
務
者
の
一
身
に
排
他
的
に
属
す
る
権
利
を
除
き
、
債
務
者
の
有

す
る
す
べ
て
の
権
利
お
よ
び
訴
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
﹂
と
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
破
棄
院
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
〇
日
判
決
で
は
、
相
続
人
の
債
権
者
は
、
債
権

者
代
位
権
に
よ
り
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
説
に
お
い
て
も
、
相
続
人
の
債
権
者
に
つ
い
て
は
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の

代
位
行
使
を
容
認
す
る
の
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
る
文
献
と
し
て
は
、
川
並
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
五
頁
が
あ
る
他
、
近
藤
英
吉
﹃
相
続
法
の
研
究
﹄（
弘
文
堂
書
房
、
一
九

三
二
年
）
二
二
六
頁
脚
注
（
27
）、
辻
上
・
前
掲
注
（
12
）
四
四－
四
五
頁
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）　M

ünchener/ E
va

 S
ch

u
m

a
n

n
, K

om
m

entar zur Insolvenzordnung, B
d. 2, 3.A

ufl, 2013, vor §83, R
ndr.16.

（
15
）　B

G
H

 N
JW

 1982, 2771, 2772; B
G

H
Z

 123, 183, 186

（
後
掲
︻
１
︼
判
決
）; B

G
H

 F
am

R
Z

 2005, 448, 449.

（
16
）　B

G
H

 N
JW

 1982, 2771.

（
17
）　Staudinger/ S

tep
h

a
n

ie H
erzog, K

om
m

entar zum
 B

ürgerlichen G
esetzbuch, E

rbrecht, N
eubearb., 2015, vor §2317, R

dnr.55.

（
18
）　F

riedrich Stein/M
artin Jonas/C

hristian B
erger/ W

olfga
n

g B
reh

m
, K

om
m

entar zur Z
ivilprozessordnung, B

d. 8, 2004, vor §852, R
dnr.1.

（
19
）　W

infried Schuschke/W
olf-D

ietrich W
alker / W

olf-D
ietrich

 W
a

lker, Z
w

angsvollstreckung §§704-915 h Z
P

O
, 3.A

ufl, 2002, vor §852, R
dnr.1; H

anns 

P
rütting/M

arkus G
ehrlein/ M

a
rtin

 A
h

ren
s, Z

P
O

, 6.A
ufl, 2014, vor §852, R

dnr.1.
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
三
八

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
三
八

（
20
）　M

ünchener/ K
n

u
t W

ern
er L

a
n

ge, K
om

m
entar zum

 B
ürgerlichen G

esetzbuch, E
rbrcht, 6.A

ufl, 2013, vor §2317, R
ndr.12.

（
21
）　

川
並
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
九
︱
一
三
二
頁
で
は
、
第
一
委
員
会
の
草
案
、
第
二
草
案
委
員
会
の
議
事
録
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
改
正
理
由
書
に
現
れ
た
見
解
や
議
論
が
紹
介
さ
れ
、
Ｚ

Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
の
分
析
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）　R

ein
er F

ra
n

k, D
er V

erzicht auf erbrechtlichen E
rw

erb zum
 N

achteil der G
läubiger, in F

estschrift für D
ieter L

eipold zum
 70.G

eburtstag, 2009, 

S.985 
参
照.

（
23
）　W

ern
er S

ch
u

bert, D
ie V

orlagen der R
e daktoren für die erste K

om
m

ission zur A
usarbeitung des E

ntw
urfs eines B

ürgerlichen G
esetzbuches, E

rbrecht 

Teil 1, 1984, S.55.

（
24
）　S

ch
u

bert, a.a.O
. （F

n.23
）, S.1238.

（
25
）　B

en
n

o M
u

gd
a

n
, D

ie gesam
ten M

aterialien zum
 B

ürgerlichen G
esetzbuch für das D

eutsche R
eich, B

d. 5 E
rbrecht, 1979, S.222.

（
26
）　M

u
gd

a
n

, a.a.O
. （F

n.25

）, S.784.

（
27
）　R

eich
s-Ju

stiza
m

ts, P
rotokolle der K

om
m

ission für die zw
eite L

esung des E
ntw

urfs des B
ürgerlichen G

esetzbuchs, B
d . 6, 1997, S.802.

（
28
）　

C
arl H

ah
n

/ B
en

n
o

 M
u

g
d

a
n

, M
aterialien

 zu
m

 G
esetz b

etr. A
en

d
eru

n
gen

 d
er C

ivilp
ro

zesso
rd

n
u

n
g, G

erich
tsverfassu

n
gsgesetz u

n
d 

Strafprozessordnung,1983, S.159. 

（
29
）　

川
並
・
前
掲
注
（
11
）
一
三
一
頁
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
改
正
理
由
書
で
﹁
被
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者
の
関
係
﹂
で
は
な
く
﹁
相
続
人
の
遺
留
分
権
利
者
に
対
す
る
関
係
﹂
が
言
及

さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
遺
留
分
権
利
者
の
意
思
に
反
す
る
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
が
、
相
続
人
と
遺
留
分
権
利
者
の
家
族
関
係
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
。

（
30
）　F

ra
n

k, a.a.O
. （F

n.22

）, S.986.

（
31
）　

川
並
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
八
︱
一
二
九
頁
で
も
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
に
つ
い
て
の
見
解
や
議
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
32
）　P

rütting/G
ehrlein/ A

h
ren

s, a.a.O
. （F

n.19

）, vor §852, R
dnr.5; M

ünchener/ S
tefa

n
 S

m
id

, K
om

m
entar zur Z

ivilprozessordnung, B
d. 2, 4.A

ufl, 2012, 

R
dnr.4 ; K

u
rt S

töber, F
orderungspfändung, 16.A

ufl, 2013, R
dnr.270; B

ernhard W
ieczorek/Schütze R

lof A
/ W

olfga
n

g L
ü

ke, Z
ivilprozessordnung und 

N
ebengesetze, 10. B

d., Teilbd. 1, 4.A
ufl, 2013, vor §852, R

dnr.5.

（
33
）　

Ｚ
Ｐ
Ｏ
二
六
一
条
一
項
﹁
訴
え
の
提
起
に
よ
っ
て
、
訴
訟
事
件
（Streitsache

）
の
訴
訟
係
属
は
生
じ
る
。﹂

（
34
）　U

lrich
 H

a
a

s/ O
liver V

ogel, D
er Z

ugriff der G
läubiger auf den P

flichtteilsanspruch, in F
estschrift für M

anfred B
engel und W

olfgang R
eim

ann zum
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）

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
三
九

二
三
九

70. G
eburtstag, 2012, S.174.

（
35
）　S

töber, a.a.O
. （F

n.32

）, R
dnr.270; P

rütting/G
ehrlein/ A

h
ren

s, a.a.O
. （F

n.19

）, vor §852, R
dnr.5.

（
36
）　M

ünchener/ S
m

id
, a.a.O

. （F
n.32

）, vor §852, R
dnr.3.

（
37
）　H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. （F
n.34

）, S.175.

（
38
）　W

ieczorek/R
lof A

/ L
ü

ke, a.a.O
. （F

n.32

）, vor §852, R
dnr.4.

（
39
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
七
八
一
条
﹁
あ
る
債
務
関
係
の
存
在
が
そ
れ
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
契
約
（
債
務
の
承
認
）
が
有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
承
認
の
意
思
表
示
を
書
面
に
よ
り
付
与
す

る
こ
と
を
要
す
る
。
電
子
的
方
式
に
よ
る
承
認
の
意
思
表
示
の
付
与
は
、
排
除
さ
れ
る
。
そ
の
存
在
が
承
認
さ
れ
る
債
務
関
係
の
創
設
に
つ
い
て
、
別
途
の
方
式
が
規
定
さ
れ

て
い
る
と
き
は
、
そ
の
方
式
に
よ
る
承
認
契
約
を
要
す
る
。﹂
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
債
務
関
係
法
の
条
文
の
訳
出
に
あ
た
り
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及
び
立
法
考
査
局
﹁
基
本

情
報
シ
リ
ー
ズ
⑳ 

ド
イ
ツ
民
法
Ⅱ
（
債
務
関
係
法
）﹂http://dl.ndl.go.jp/view

/dow
nload/digidepo_9422638_po_201506.pdf?contentN

o=1

（
最
終
ア
ク
セ
ス
：

二
〇
一
七
年
一
月
三
〇
日
）
を
参
照
し
た
。

（
40
）　

A
d

olf B
au

m
bach

/W
olfgan

g L
au

terbach
/Jan

 A
lbers/P

eter H
artm

an
n

,　

Z
ivilp

rozessord
n

u
n

g, B
d

. 1, 73.A
u

fl, 2015,vor §852, R
d

n
r.3; M

ü
n

ch
en

er/

S
m

id
, a.a.O

. （F
n.32

）, vor §852, R
dnr.3.

（
41
）　S

töber, a.a.O
.  （F

n.32

）, R
dnr.270; H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. （F
n.34

）, S.175.

（
42
）　M

ünchener/ S
m

id
, a.a.O

. （F
n.32

）, vor §852, R
dnr.3; B

aum
bach/L

auterbach/A
lbers/H

artm
ann, a.a.O

. （F
n.40

）, vor §852, R
dnr.3.

（
43
）　P

rütting/G
ehrlein/ A

h
ren

s, a.a.O
. （F

n.19

）, vor §852, R
dnr.4; B

aum
bach/L

auterbach/A
lbers/H

artm
ann, a.a.O

. （F
n.40

）, vor §852, R
dnr.3.

（
44
）　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
譲
受
人
の
債
権
者
が
譲
渡
さ
れ
た
遺
留
分
請
求
権
を
差
し
押
さ
え
る
た
め
に
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
他
方
、
後
述
の
︻
１
︼
判
決
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
債
権
者
が
遺
留
分
請
求
権
の
譲
渡
に
つ
い
て
債
権
者
取
消
権
を
行
使

で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
問
題
と
な
る
状
況
が
異
な
る
。

（
45
）　

W
ieczorek/R

lof A
/ L

ü
k

e, a.a.O
. 

（F
n

.32

）, vor §852, R
d

n
r.4; C

a
rolin

e H
a

n
n

ich
, D

ie P
fän

d
u

n
gsb

esch
rän

ku
n

g d
es § 852 Z

P
O

, 1998, S
.14; 

Schuschke/ W
olf-D

ietrich
, a.a.O

. （F
n.19

）, vor §852, R
dnr.2; B

aum
bach/L

auterbach/A
lbers/ H

artm
ann, a.a.O

. （F
n.40

）, vor §852, R
dnr.3; M

ünchener/

S
m

id
, a.a.O

. （F
n.32

）, vor §852, R
dnr.3; P

rütting/G
ehrlein/ A

h
ren

s, a.a.O
. （F

n.19
）, vor §852, R

dnr.4.

（
46
）　

後
掲
︻
１
︼
判
決
は
、
譲
渡
に
よ
り
無
制
限
な
差
押
え
が
可
能
に
な
る
と
解
す
る
立
場
に
つ
い
て
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
を
拡
大
解
釈
（erw

eiternder A
uslegung 

von §852 A
bs. 1 Z

P
O

）
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
（B

G
H

Z
 123, 183, 190

）。
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
四
〇

ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
債
権
者
保
護

二
四
〇

（
47
）　H

a
n

n
ich

, a.a.O
. （F

n.45

）, S.14.
（
48
）　Schuschke/W

olf-D
ietrich/ W

olf-D
ietrich

, a.a.O
. （F

n.19

）, vor §852, R
dnr.2; H

a
n

n
ich

, a.a.O
. （F

n.45

）, S.14.
（
49
）　H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. （F
n.34

）, S.175.

（
50
）　K

u
rt K

u
ch

in
ke, D

er P
flichtteilsanspruch als G

egenstand des G
läubigerzugriffs, N

JW
 1994, 1769-1770; H

a
n

n
ich

, a.a.O
. （F

n.45

）, S.15.

（
51
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
九
七
条
一
項
﹁
債
権
者
が
債
務
者
に
対
し
、
契
約
に
よ
っ
て
債
務
を
免
除
し
た
と
き
は
、
債
務
関
係
は
、
消
滅
す
る
。﹂
二
項
﹁
債
権
者
が
債
務
者
と
の
契
約
に

よ
り
、
債
務
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
承
認
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。﹂

（
52
）　
﹁
反
対
に
、
そ
の
よ
う
な
契
約
に
よ
っ
て
、
遺
留
分
権
利
者
は
遺
留
分
請
求
権
を
相
続
人
に
対
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
も
っ
て
明
ら
か
に

な
る
﹂
と
い
う
（O

L
G

 D
üsseldorf F

am
R

Z
 2000, 367, 368

）。

（
53
）　O

L
G

 D
üsseldorf F

am
R

Z
 2000, 367, 368.

（
54
）　B

G
H

Z
 123, 183.

（
55
）　

川
並
・
前
掲
注
（
11
）
一
二
五
頁
で
は
、V

erw
ertbarkeit

は
﹁
利
用
可
能
性
﹂
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

（
56
）　

債
権
者
取
消
法
旧
三
条
一
項
一
号
﹁
債
務
者
が
、
そ
の
債
権
者
を
害
す
る
、
他
の
当
事
者
に
知
ら
れ
た
意
思
で
な
し
た
法
的
行
為
は
、
取
り
消
し
う
る
。﹂
訳
出
に
あ
た
り
、

川
並
・
前
掲
注
（
11
）
一
三
九
頁
を
参
照
し
た
。

（
57
）　

な
お
、
Ｂ
の
死
亡
よ
り
前
に
Ａ
の
財
産
に
つ
い
て
破
産
手
続
き
が
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
本
判
決
は
、
債
務
者
の
財
産
の
破
産
手
続
の
開
始
に
よ
っ
て
債
権
者
取
消
し
が
妨

げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
及
し
て
い
る
。

（
58
）　

差
し
押
さ
え
ら
れ
た
遺
留
分
請
求
権
を
、
契
約
に
よ
る
承
認
ま
た
は
訴
訟
係
属
の
前
に
、
取
立
て
の
た
め
に
移
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
学
説
が
対
立

し
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
二
〇
〇
九
年
二
月
二
六
日
決
定
（B

G
H

 F
am

R
Z

 2009, 869

）
に
よ
り
、
取
立
て
の
た
め
の
移
付
は
差
し
押
さ
え
ら
れ

た
債
権
の
換
価
を
意
味
す
る
た
め
、
移
付
の
決
定
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
に
は
じ
め
て
認
め
ら
れ
て
よ
い
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

（
59
）　L

a
n

ge/ K
u

ch
in

ke, a.a.O
. （F

n. 9

）, §37 V
III 2b.

（
60
）　B

G
H

 N
JW

 1997, 2384.

（
61
）　

Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
﹁
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
方
法
で
、
故
意
に
他
人
に
損
害
を
与
え
た
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
義
務
を
負
う
。﹂

（
62
）　

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
、
被
相
続
人
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
三
三
三
条
一
項
各
号
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を
満
た
す
と
き
、
遺
留
分
権
利
者
の
遺
留
分
を
剥
奪
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺

留
分
の
剥
奪
は
、
被
相
続
人
の
意
思
に
よ
り
遺
留
分
を
も
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
相
続
か
ら
除
外
す
る
手
段
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
相
続
人
の
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ド
イ
ツ
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権
利
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同
志
社
法
学　

六
九
巻
一
号�

二
四
一

二
四
一

廃
除
に
あ
た
る
と
い
え
る
。

（
63
）　

以
下
、
倒
産
法
の
条
文
の
訳
出
に
あ
た
り
、
吉
野
正
三
郎
﹃
ド
イ
ツ
倒
産
法
入
門
﹄（
成
文
堂
、
二
〇
〇
七
年
）
八
三
︱
一
九
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
64
）　

B
G

H
 F

am
R

Z
 2009, 502.

（
65
）　

債
権
者
は
、
免
責
の
申
立
て
に
つ
き
、
差
押
可
能
な
雇
用
関
係
か
ら
の
給
与
債
権
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
継
続
的
な
給
与
債
権
を
、
債
権
譲
渡
期
間
中
、
裁
判
所
に
よ
り
指

定
さ
れ
る
受
託
者
に
譲
渡
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
66
）　

以
下
、O

bliegenheit

の
訳
語
と
し
て
﹁
責
務
﹂
を
あ
て
る
こ
と
と
す
る
。O

bliegenheit

と
は
、
一
般
に
は
、
あ
る
債
権
（
債
務
）
関
係
に
お
い
て
、
一
方
あ
る
い
は
双

方
の
債
務
と
並
ん
で
認
め
ら
れ
る
、
債
務
の
履
行
に
関
し
て
協
力
す
べ
き
債
権
者
側
の
義
務
で
、
本
来
の
債
務
と
し
て
の
性
質
を
伴
わ
な
い
（
こ
れ
に
対
す
る
履
行
請
求
権
は

観
念
さ
れ
ず
、
ま
た
義
務
違
反
に
際
し
て
債
務
不
履
行
責
任
が
生
じ
ず
、
不
履
行
は
何
ら
か
の
法
的
不
利
益
を
負
担
す
る
に
す
ぎ
な
い
）
も
の
で
あ
り
、
よ
り
弱
め
ら
れ
た
義

務
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
石
川
博
康
﹃
再
交
渉
義
務
の
理
論
﹄（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
四
〇
頁
、C

a
rl C

reifeld
s, R

echtsw
örterbuch, 20.A

ufl, 2011, S.866

）。

一
定
の
行
動
を
す
べ
き
こ
と
の
負
担
は
あ
る
が
、
履
行
請
求
ま
た
は
不
履
行
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
ず
、
一
定
の
不
利
益
な
法
的
効
果
が
負
担
者
の
行
動
に
結

び
付
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
点
で
、P
flicht

（
義
務
）
と
異
な
る
（P

eter W
in

kler, D
ie unterhaltsrechtliche V

erpflichtung 

（O
bliegenheit

） zur 

R
ealisierung individueller verm

ögensrechtlicher A
nsprüche, F

am
R

Z
 1981, 521, 522 F

n. 10a

参
照
）。

（
67
）　

か
つ
て
の
倒
産
法
二
九
〇
条
一
項
三
号
に
よ
る
と
、
倒
産
債
権
者
が
最
後
の
期
日
に
お
い
て
免
責
の
拒
絶
を
申
し
立
て
て
い
る
と
き
は
、
倒
産
手
続
開
始
申
立
前
の
一
〇
年

内
ま
た
は
そ
の
申
立
後
に
債
務
者
に
免
責
が
付
与
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
免
責
が
倒
産
法
二
九
六
条
ま
た
は
倒
産
法
二
九
七
条
に
よ
り
拒
絶
さ
れ
た
場
合
、
決
定
に
お
い
て
免
責

を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、﹁
二
〇
一
三
年
七
月
一
五
日
の
免
責
手
続
の
短
縮
と
債
権
者
権
の
強
化
に
関
す
る
法
律
﹂
に
よ
り
、
従
来
の
規
定
に
よ
る

最
後
の
期
日
に
お
け
る
免
責
に
つ
い
て
の
裁
判
に
代
え
て
、
倒
産
裁
判
所
の
冒
頭
裁
判
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
改
正
倒
産
法
二
八
七
ａ
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定

す
る
。

　
　
　

倒
産
法
二
八
七
ａ
条
一
項
﹁
免
責
の
申
立
て
が
許
容
さ
れ
る
と
き
は
、
倒
産
裁
判
所
は
決
定
に
よ
り
、
債
務
者
が
二
九
五
条
に
よ
る
義
務
に
従
い
、
か
つ
、
二
九
〇
条
、
二

九
七
条
な
い
し
二
九
八
条
に
よ
る
拒
絶
の
要
件
が
存
在
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
が
免
責
を
得
る
こ
と
を
確
定
す
る
。
決
定
は
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
決
定
に

対
し
て
は
、
債
務
者
は
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。﹂

　
　

二
項
﹁
免
責
の
申
立
て
は
、
以
下
の
場
合
に
は
許
容
さ
れ
な
い
。

　
　

一
．
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
前
最
後
の
一
〇
年
間
に
お
い
て
、
も
し
く
は
こ
の
申
立
て
の
後
に
免
責
が
付
与
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
免
責
が
、
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て

の
前
最
後
の
五
年
間
に
お
い
て
、
若
し
く
は
二
九
七
条
に
よ
り
こ
の
申
立
て
の
後
に
拒
絶
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
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同
志
社
法
学　

六
九
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四
二

ド
イ
ツ
法
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遺
留
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権
利
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決
定
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債
権
者
保
護

二
四
二

　
　

二
．
債
務
者
に
、
倒
産
手
続
の
開
始
の
申
立
て
の
前
最
後
の
三
年
間
に
、
ま
た
は
こ
の
申
立
て
の
後
に
、
二
九
〇
条
一
項
五
号
、
六
号
ま
た
は
七
号
に
よ
り
、
も
し
く
は
二
九

六
条
に
よ
り
免
責
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合；

こ
れ
は
、
二
九
〇
条
一
項
五
号
、
六
号
、
七
号
に
よ
る
理
由
に
基
づ
き
事
後
的
な
拒
絶
が
支
持
さ
れ
る
場
合
は
、
二
九
七
ａ
条
の
場

合
に
お
い
て
も
準
用
す
る
。

　
　

こ
れ
ら
の
場
合
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
債
務
者
に
、
開
始
に
つ
い
て
の
裁
判
の
前
に
開
始
申
立
を
取
り
下
げ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹂

　
　
　

こ
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
三
上
威
彦
﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
費
者
倒
産
規
定
の
最
近
の
改
正
に
つ
い
て
﹂
石
川
明
＝
三
木
浩
一
﹃
民
事
手
続
法
の
現
代
的
機
能
﹄（
信
山
社
、

二
〇
一
四
年
）
四
五
七
頁
を
参
照
。

　
　
　

本
章
で
以
下
紹
介
す
る
事
案
は
、
す
べ
て
二
〇
一
三
年
七
月
一
五
日
の
免
責
手
続
の
短
縮
と
債
権
者
権
の
強
化
に
関
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
あ
る
が
、
本

稿
に
お
け
る
検
討
に
あ
た
り
、
こ
の
改
正
に
よ
る
直
接
の
影
響
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
68
）　

な
お
、
本
決
定
で
示
さ
て
い
る
よ
う
に
、
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
属
す
る
場
合
、
そ
れ
が
同
時
に
誠
実
行
為
期
間
（W

ohlverhaltensperiode

）
に
お
け
る
新
取
得

と
な
る
こ
と
は
な
く
（B

G
H

 F
am

R
Z

 2009, 502, 503

）、
さ
ら
に
、
後
掲
︻
６
︼
決
定
に
よ
り
、
遺
留
分
請
求
権
が
倒
産
財
団
に
属
す
る
の
か
、
誠
実
行
為
期
間
中
の
新
取

得
に
分
類
さ
れ
る
の
か
は
、
相
続
が
倒
産
手
続
の
終
結
の
前
に
開
始
し
た
の
か
、
後
に
開
始
し
た
の
か
が
基
準
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（B

G
H

 N
JW

 2011, 1448, 1448

）。

相
続
が
倒
産
手
続
の
終
結
の
前
に
開
始
し
た
場
合
、
遺
留
分
請
求
権
は
倒
産
財
団
に
属
し
、
倒
産
手
続
終
結
後
、
誠
実
行
為
期
間
中
に
開
始
し
た
場
合
は
、
誠
実
行
為
期
間
中

の
新
取
得
と
な
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
69
）　B

G
H

 F
am

R
Z

 2009, 1485.

（
70
）　B

G
H

 N
JW

 2011, 2291, 2292.

（
71
）　H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. （F
n.34

）, S.188-189. B
T-D

rucks. 12/2443 S.192

を
参
照
。

（
72
）　H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. （F
n.34

）, S.189.

（
73
）　

倒
産
法
八
三
条
一
項
は
、
ド
イ
ツ
破
産
法
九
条
の
規
定
の
対
象
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
（M

ünchener/ S
ch

u
m

a
n

n
, a.a.O

. （F
n.14

）, vor §83, R
ndr.2

参
照
）。

（
74
）　M

ünchener/ S
ch

u
m

a
n

n
, a.a.O

. （F
n.14

） , vor §83, R
ndr.1.

（
75
）　

S
tep

h
a

n
 D

öberein
er, D

ie R
estschuldbefreiung nach der Insolvenzordnung, 1997, S.166-167; M

ünchener/ S
ch

u
m

a
n

n
, a.a.O

. （F
n.14

）, vor §83, R
ndr.5.

（
76
）　H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. 

（F
n.34

）, S.189

は
︻
４
︼
決
定
を
支
持
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
場
合
に
半
分
分
割
の
原
則
が
適
用
さ
れ

る
と
の
解
釈
が
と
ら
れ
う
る
こ
と
を
述
べ
る
。

（
77
）　

M
ich

a
el F

lo
eth

, Z
u

r F
rage, o

b
 d

er V
erzich

t au
f d

ie G
elten

d
m

ach
u

n
g ein

es P
flich

tteilsan
sp

ru
ch

s in
 d

er W
o

h
lverh

alten
sp

h
ase ein

e 
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九
巻
一
号�

二
四
三

二
四
三

O
bliegenheitsverletzung des Schuldners darstellt, F

am
R

Z
 2010, 460, 462; K

la
u

s B
a

rtels, D
er erbrechtliche E

rw
erb des Insolvenzschuldners, K

T
S 

2003, 41, 66. 

フ
ロ
ー
ス
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
だ
け
で
な
く
、
遺
産
、
ま
た
は
遺
贈
を
放
棄
し
な
い
こ
と
に
対
す
る
責
務
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、

財
産
取
得
は
相
続
の
開
始
と
同
時
に
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
引
渡
義
務
を
肯
定
す
る
方
向
に
有
利
に
作
用
す
る
と
し
て
い
る
。

（
78
）　F

loeth
, a.a.O

. （F
n.77

）, F
am

R
Z

 2010, 460, 463.

（
79
）　A

lbrech
t D

ieckm
a

n
n

 in: D
ieter L

eipold （H
rsg.

）, Insolvenzrecht im
 U

m
bruch, S.127, 134. 

（
80
）　B

T-D
rucks. 12/2443 S.192.

（
81
）　F

ra
n

k, a.a.O
. （F

n.22

）, S.992.

（
82
）　

最
後
配
当
は
、
倒
産
財
団
の
換
価
が
終
了
し
た
後
に
実
施
さ
れ
る
配
当
で
あ
る
。
最
後
配
当
を
実
施
す
る
に
は
倒
産
裁
判
所
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
最
後
配
当
の
同
意
を

す
る
に
際
し
て
債
権
者
集
会
を
終
了
す
る
た
め
の
最
後
の
期
日
（Schluß

term
in

）
が
開
か
れ
る
。
他
方
、
追
加
配
当
と
は
、
最
後
配
当
を
実
施
す
る
た
め
の
最
後
の
期
日
が

実
施
さ
れ
た
後
に
、
倒
産
法
二
〇
三
条
一
項
各
号
に
掲
げ
ら
れ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
配
当
で
あ
る
（
吉
野
・
前
掲
注
（
63
）
四
一
︱
四
二
頁
参
照
）。

（
83
）　

B
G

H
 N

JW
 2011, 1448.

（
84
）　

さ
ら
に
、
遺
留
分
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
は
倒
産
否
認
の
対
象
に
な
ら
な
い
。︻
２
︼
判
決
（B

G
H

 N
JW

 1997, 2384, 2384-2385

）
は
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使

が
債
権
者
取
消
し
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
を
判
示
し
た
が
、
倒
産
否
認
の
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
も
判
示
し
た
も
の
で
あ
る
（H

a
a

s/ V
ogel, a.a.O

. 

（F
n.34

）, S.187

）。

な
お
、
倒
産
管
財
人
に
よ
る
倒
産
否
認
の
対
象
と
な
る
の
は
、
倒
産
手
続
開
始
前
に
な
さ
れ
、
か
つ
債
権
者
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
法
的
行
為
で
あ
る
（
倒
産
法
一
二
九
条
一
項
）。

法
的
行
為
と
は
、法
律
効
果
を
伴
う
意
思
活
動
の
全
て
を
い
う
。
不
作
為
は
、法
的
行
為
と
同
様
と
さ
れ
る
（
倒
産
法
一
二
九
条
二
項
）（
吉
野
・
前
掲
注
（
63
）
三
一
頁
参
照
）。

（
85
）　

B
T-D

rucks. 12/2443 S.192. 

ま
た
、
二
号
に
つ
い
て
は
、
債
務
者
が
誠
実
行
為
期
間
中
に
相
続
人
と
し
て
財
産
を
獲
得
す
る
場
合
に
お
い
て
、﹁
債
務
者
が
こ
の
財
産
に

手
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
債
務
者
に
免
責
を
認
め
る
の
は
不
当
で
あ
る
。
他
方
で
、
こ
の
財
産
を
完
全
に
受
託
者
に
支
払
う
責
務
は
、
多
く
の
場

合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
相
続
財
産
の
放
棄
ま
た
は
他
の
方
法
で
、
債
務
者
に
関
係
す
る
財
産
が
全
く
帰
属
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
結
果
に
至
る；

そ
の
よ
う

な
行
動
を
責
務
の
違
反
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
草
案
は
、
相
続
財
産
が
、
そ
の
価
値
の
半
分
の
み
受
託
者
に
引
き
渡
さ
れ
る
と

い
う
解
決
策
を
選
択
す
る
。﹂
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
価
値
判
断
か
ら
倒
産
法
二
九
五
条
一
項
二
号
が
定
め
ら
れ
、︻
４
︼
決
定
で
は
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
は
責
務
の

違
反
と
さ
れ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
86
）　S

eba
stia

n
 H

errler, V
erm

ögenssicherung bei erbrechtlichem
 E

rw
erb w

ährend des Insolvenzverfahrens und in der W
ohlverhaltensperiode, N

JW
 

2011, 2258, 2258.
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二
四
四

（
87
）　C

la
u

s-P
eter K

ru
th

, H
öchstpersönlichkeit der M

itw
irkung des vertraglich eingesetzten E

rben an der A
ufhebung seiner E

rbeinsetzung, N
Z

I 2013, 

137, 140.
（
88
）　B

G
H

Z
 188, 96.

（
89
）　

基
本
法
一
四
条
一
項
﹁
所
有
権
及
び
相
続
権
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。
そ
の
内
容
及
び
限
界
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。﹂
以
下
、
基
本
法
の
条
文
の
訳
出
に
あ
た
り
、

高
田
敏
＝
初
宿
正
典
編
訳
﹃
ド
イ
ツ
憲
法
集
﹄（
信
山
社
出
版
、
第
六
版
、
二
〇
一
〇
年
）
二
一
二
︱
三
一
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
90
）　

本
判
決
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
消
極
的
な
相
続
の
自
由
に
よ
る
保
障
が
さ
れ
る
べ
き
理
由
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
に
よ
り
当
然
に
相
続
財
産
が
相
続
人
に
包
括
的
に
帰

属
し
、
相
続
開
始
と
と
も
に
相
続
財
産
が
相
続
人
に
移
転
す
る
と
い
う
当
然
相
続
（V

on-selbst-E
rw

erb

）
に
対
抗
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
相
続
人
に
は
放
棄
の
権
利

が
帰
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
91
）　

基
本
法
二
条
﹁
何
人
も
、
他
人
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
、
か
つ
、
憲
法
的
秩
序
又
は
道
徳
律
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
自
己
の
人
格
を
自
由
に
発
展
さ
せ
る
権
利
を
有

す
る
。﹂

（
92
）　

本
判
決
の
事
案
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
社
会
扶
助
運
営
主
体
と
の
関
係
に
お
け
る
社
会
扶
助
受
給
者
に
よ
る
遺
留
分
放
棄
契
約
の
反
良
俗
性
で
あ
り
、
本
判
決
は
、
社
会

扶
助
の
後
順
位
性
と
の
関
係
で
、
遺
留
分
放
棄
契
約
が
良
俗
違
反
で
あ
る
か
を
判
断
し
た
。
社
会
扶
助
と
の
関
係
に
お
け
る
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
が
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
遺
留
分
請
求
権
の
不
行
使
で
は
な
く
遺
留
分
の
放
棄
契
約
に
つ
い
て
判
断
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
本
判
決
に
つ
い

て
は
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
と
生
活
扶
助
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
別
稿
で
、
改
め
て
詳
し
く
紹
介
し
た
い
。

（
93
）　

消
極
的
な
相
続
の
自
由
が
遺
留
分
請
求
権
に
及
ぶ
と
す
る
と
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
遺
留
分
の
相
続
開
始
後
の
放
棄
（A

usschlagung

）
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
消

極
的
な
相
続
の
自
由
と
の
関
係
で
は
、
遺
留
分
権
利
者
は
す
で
に
生
じ
た
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
を
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
遺
留
分
請
求
権
の
実
現
を
拒
否
す
る
可
能
性
を
有

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
学
説
も
存
在
す
る
（D

ieter L
eip

old
, K

eine Sittenw
idrigkeit bei P

flichtteilsverzicht eines behinderten 

Sozialleistungsbeziehers, Z
E

V
 2011, 528, 529

）。

（
94
）　F

ra
n

k, a.a.O
. （F

n.22

）, S.983. 

前
述
の
よ
う
に
、K

ru
th

, a.a.O
. （F

n. 87
）, N

Z
I 2013, 137, 140

も
、
倒
産
法
八
三
条
の
導
入
の
際
に
、
債
権
者
の
利
益
が
十
分
に
考

慮
さ
れ
た
か
は
批
判
的
に
検
証
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

（
95
）　F

ra
n

k, a.a.O
. （F

n.22

）, S.984. 

ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
（R

einer F
rank

）
は
、
こ
の
論
拠
は
少
な
く
と
も
限
界
づ
け
の
問
題
を
提
起
す
る
と
し
て
い
る
。

（
96
）　F

ra
n

k, a.a.O
. （F

n.22

）, S.993.

（
97
）　

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
に
よ
る
と
、
遺
留
分
権
利
者
が
扶
養
に
つ
い
て
債
務
を
負
っ
て
い
る
扶
養
義
務
者
で
あ
る
場
合
、
一
定
の
状
況
の
下
で
は
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
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六
九
巻
一
号�

二
四
五

二
四
五

に
つ
い
て
の
責
務
が
存
在
す
る
。
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
に
つ
い
て
の
責
務
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
遺
留
分
請
求
権
の
行
使
が
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
遺
留
分
請
求
権

が
扶
養
義
務
者
の
財
産
と
し
て
擬
制
的
に
算
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
遺
留
分
権
利
者
の
決
定
の
自
由
は
、
間
接
的
に
制
限
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
り
、
扶
養
義
務

に
劣
後
す
る
と
い
う
取
扱
い
が
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
Ｚ
Ｐ
Ｏ
八
五
二
条
一
項
の
要
件
が
充
足
さ
れ
な
け
れ
ば
扶
養
義
務
者
の

遺
留
分
請
求
権
は
換
価
さ
れ
な
い
と
判
断
し
て
お
り
、
遺
留
分
権
利
者
が
扶
養
義
務
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
点
で
特
別
な
取
扱
い
は
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
社
会
扶
助
受
給
者
に

遺
留
分
請
求
権
が
帰
属
し
た
場
合
に
、
遺
留
分
請
求
権
が
社
会
扶
助
運
営
主
体
に
移
転
さ
れ
、
行
使
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

（
98
）　B

a
rtels, a.a.O

. （F
n.77

）, K
T

S 2003, 41, 64

は
、
相
続
財
産
、
ま
た
は
遺
贈
の
放
棄
の
倒
産
法
二
九
五
条
の
責
務
違
反
に
関
す
る
記
述
で
、
こ
の
点
に
触
れ
て
い
る
。

（
99
）　

な
お
、
最
高
裁
平
成
一
三
年
判
決
以
前
の
下
級
審
判
決
に
お
い
て
、
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
代
位
行
使
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
水
戸
地
裁
下
妻
支
部
大
正
一
一
年
三
月
二
八

日
判
決
（
評
論
一
一
巻
民
法
二
五
九
頁
）
が
傍
論
で
代
位
を
肯
定
し
、東
京
地
裁
平
成
二
年
六
月
二
六
日
判
決
（
判
タ
七
三
八
号
一
五
八
頁
）
が
代
位
を
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

差
押
え
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
東
京
高
裁
平
成
六
年
八
月
一
〇
日
決
定
（
東
高
民
時
報
四
五
巻
一
︱
一
二
号
三
三
頁
）
が
差
押
え
を
否
定
し
て
い
る
。

（
１００
）　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
で
は
、
減
殺
請
求
に
よ
っ
て
生
ず
る
権
利
を
原
則
金
銭
債
権
と
す
る
点
に
つ
い
て
賛
成
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め
て
い
る
（
法
務
省
民
事
局

参
事
官
室
﹁﹃
民
法
（
相
続
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
﹄
に
関
す
る
意
見
募
集
の
結
果
に
つ
い
て
﹂）。




